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製縣用水の研ヒ究（第三）

製糸糸用水に含有せらる〉石荻及苦

土壇類の影響に就きて

升上柳梧　倉原茂　早乙女新一郎

　　　　第一章　　緒　　書

　　　　第二章　　實瞼法
　　　　第三章　石灰翻こ就きて・・’・ISif・Wt

　　　　　　　　“・盈化石灰b・硫酸眉灰　α重炭酸」Ei灰　d・炭酸石灰

　　　　第四章　苦土雛に關する實験
　　　　　　　　a♪垢詑イヒ苦ニヒ　　bft，硫酸苦土　　c・重炭融i　ll：ニヒ

　　　　第五章　　属灰盛及苦土櫨の混在せる壌合の實験

廟　　　　　　　　a．櫨化石灰及硫酸普土な等妻llに混じすこる傷合

　　　　　　　b櫨化凋茨及硫酸苦土が相異｛’Lる割合に混合ぜるj動合

　　　　第六章　　結　　論

　　　　　第一章緒　　言

　石次及苦土櫨は最も普通に天然水中に含有せら’る〉櫨類の一rな1）

天然水を主こして使用する製緯工業にあbては共繰緯工程製縣の品

質等の上に是れが影響を受くぢ事も寡しEせざるなり．製緯用水中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
の石荻及苦土櫨の繰綜上に於ける影響に關しては已に本多博士及
（2J

中村學士の詳細なる研究あり．著者等は之等の櫨類が繭の解寄に及

ぼす影響をまこし爾生練の品質に及ぼす影響をも顧慮して再び是等

擁類の溶液の製練に醐する研究を反複して次の如き結果に到達せ

　b．

第二章實瞼法
石荻及苦土は種々なる櫨に就き次の如き種々なる溶液を作b。一

（1）本多岩次鄭　醐ケ燃詠辮ll告　第八號第1し號．第十號・第一i－一盤㌶十二號
（2，中韓推次耶　酉ケ諏獄事粥1～第三三＋二號
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方に於ては此の溶液に封す繭暦の溶解性窒素量を定量し他方に於

ては繰綜試験を行ひ．繰綜工程及生緯の品質上に於ける種々なる影

響を探知し．術煮繭湯及繰緯湯申の有機物及無機物量を定量し櫨類

の増加するに從つて之等の物質が如何に増加するかを定め．術ほ二

三の場合に於ては煮繭湯及繰綜湯の着色の濃淡を決定し．．共儂度ご

生緯の着色の關係を研究せり。

　　　　　　供試櫨及其溶液の濃度（水100eOOfi．中）
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　溶解性窒素量の定量には各繭層1冤を取り．出來得る限り不純物

を去り．之に蒸溜7SC　200靖を加へ逆流冷却装麗を附して五分．十分。

三十分．一時間及　Lr．時間煮沸し．直に吸引櫨過して其濾液中の窒素

を定最し無水繭層に謝する％を求め縦標座上に此値を記し横標座上

に煮沸時間を搾りて求め得たる各点を連絡して曲線を求め之により

て煮沸時間に衛する可溶性窒素量の割合を示し解傍の良否を之によ

lpて表はせ1）。

　繰綜試験は供試繭200粒に劃して1立の水を加へて煮繭し嚢繭後薩に

取出して四立の繰綜湯中に於て繰綜試験を行ひたb叢繭湯及繰緯湯

は別に其一部を取Vて共中1こ溶解蝿無機物及有機物璽を定量せり。
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第三章　石疎櫨に就ての實鹸　・　，

　（の櫨化石次
　　　（ユ）溶解度曲線　 』　　　　　　慶
　前記せる種々なる濃度の挫化石7N溶液に就き本乾繭青熟繊の繭暦

を使用じ實験を行ひ次の如き結果を得だり繭属の水分は，（J・43％なり

次表の歎字は無水繭暦に謝する溶解性窒素董を示せり　　‘fL

「嶽砺繭別1魏一爵課一 v璽　無臼欄　蕪1糊
蒸言留水1・…　α肥＿1鋼L＿璽竺一L99％

塊耗孝恢

＋万分の五

十万分の十

十万分の二十

十万分の三卜

十万分の六十

＋万分の八＋

＋万分の百

十万分の二百

071　　　　　　0p83　　　　　　王26　　　　　　王65　　　　　　J．99

0．76　　　　　　0．83　　　　　　　L31　　　　　　　167　　　　　　　200

077　　　　088　　　　　136　　　　・1．69　　　　202

066　　　　　　075　　　　　　1．14　　　　　　141　　　　　　185

0．55　　1　　　063　　　　　　097　　　　　　121　　　　　　182

054　　　　　　0．62　　　　　　094　　　　　　127　　　　　　ユ．68

Q．46　　　　　　0，61　　　　　　0．93　　　　　　128　　　　　　168

057　　　　　　075　　　　L　　I．Qg　　　　　　　125　　　　　　　1，58

　以ヒの結果より見る時は十万分のニナに於て溶解度は最大に燐し

之より濃度増加す御寺は溶解度は次第に減少し蒸溜水の場合よウ以

下こなるなb．以上の結果を曲線を以て表はすごきは第一圃のkl　L，

　％　凝凋　　　　　　　　　　　　　　，
？…一`露鋸．　　　　　　　，
　　　　産卿“ぐρρρ畠％　　　　・　　　　轡

、輯畿雛1　ヂ…一ラー身1－
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　　　◎）1嚢繭湯及繰綜湯中の無機及有機物質量

　供試繭駁100粒其重壁44琵を取b之1二煮繭湯1立繰綜湯4立を以

て繰綜を行へし然して製綜用水Sして前記各種の鞭化石茨の溶液を

使用せり．煮繭及繰綜後iffに冷却し℃全容積を測り後濾過して其溝

液につきて有機及無機成分を定量したり其詰果は次の如し。

…一一＿＿．＿＿　　　　　　蝋　　　　　　＿　　　＿　　　　　　　　　　＿＿．＿＿　　　一

供試液 供試液魑別

蒸溜水

1“．化石茨

擁分）

櫨化石戻

（＋フ∫分の十）

堀七石炭

（劣雪）

il繭湯（1）

1〃（・）
雫　　均

繰線湯①
　ク　（2）

準　　均

煮繭湯（1）

　〃　（2）

李　　均
繰線湯（1）

ト1　ク　（2

7F　　均

煮繭湯ω
　〃　②
耶　　均

繰縣湯（b
　ゲ　，（2）

李　　均

煮繭湯（1）

　〃　（2、

2F　　均
繰締湯（1）

　〃　（2）

馨液羅讐蟻到獺・有鄭無機物

1000朗3・　590立E　　　α42011瓦　　　0・3829瓦　　　0．0372瓦

．1000　　　　550　　　　0，4ア14　　　　Q，く1369　　　　0，0345

1000　　　　　57Q　　　　　σ4458　　　　　0，4099　　　　、α0359

4000　　　　3370　　　　　1．4980　　　　　1．2807　　　　　02173

40’）0　　　　3560　　　　1．6367　　　　1．4148　　　　0．2219

4000　　　　3465　　　　　1．5674　　　　　L3478　　　　0．2196

1000　　　　　570　　　　　0．4515　　　　　0。4115　　　　　0．0399

1000’ @　　　610　　　　　0，4549　　　　　0．4156　　　　　0，0393

1000　　　　　590　　　　　0．4532　　　　　0．4136　　　　　0。Oゴ96

4000　　　　3400　　　　　L9890　　　　　1．7459　　　　　0．2431

4000　　　　34｛、0　　　　　1，6467　　　　　L3943　　　　　02524

4000　　　　3400　　　　　18179　　　　　1，5701　　　　　〔、2478

1000　　　　　610　　　　　0．5136　　　　　04581　　，　　｛、．0555

1｛｝00　　　　　600　　　　　0，4980　　　　　0，4326　　　’　O．0654

10QO　　　　　605　　　　　Q5058　　　　　0．4454　　　　　0　C605

4000　　　　3460　　　　　2，1392　　　　　18441　　　　　02951

4000　　　　3ぞ・70　　　、　L9728　　　　tt　1，．7091　　　　　・0．2637

4000　　　　3465　　　　　20560　　　　　　1．7766　　　　　0，2794

1000　　　　　560　　　　　0，5249　　　　　0．5110　　　　　0．0739

1000　　　　　550　　　　　05895　　　　　0．「」143　　　　　0．0752

1000　　　　・　555　　　　　0．5872　　　　L　O．5127　　　　　00746

4000　　　　3360　　　　　2」369　　　　　16362　　　　　05006

4000』　　　3340　　　　　23613　　　　　1．8737　　　　　0，4876

1挙　均14QOO　3350　2・249！　L7550　0・49419
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櫨化石次

（十万分の濡十）

塩化石茨

傲傘）

櫨化石灰

（叛皐）

臨化石版

儲分）

賞繭湯（1）

　ク　（2）

雫　　均
t

繰縣湯（1）

　ク　②
那　　均

撹繭湯（1）

　〃　・（2）

軍　　均
繰緯湯（1）

　〃　（2）

卒　　均

賞繭湯（1）

　ク　（2）
一　2fS　　均

繰綜揚（1）

　〃　　（2）

ンド　　均

縄繭湯（D
　ク　（2）

亭　　均
繰’紙湯（1）

　ク　（2）

フ1蒐　　均

1000　　　　　540　　　　　05gO7　　　　　0462ヲ　　　　　0。12EO

lOOO　　　　　540　　　　　0，5740　　　　　0．4617　　　　　Q】123

1000　　　　　540　　　　　0．5824　　　　　04622　　　　　σ1202

4り00　　　　　3420　　　　　　27753　　　　　　2．Q794　　　　　　0・6959

4000　　　　3430　　　　　2．7234　　　　　20426　　　　　0．6808

4000　　　　3425　　　　　2ワ㌧4」94　　　　　2，061’0　　　　　06884

1000　　　　520　　　　0．7489　　　　0，5752　　　　0。1737

1000　　　　580　　　　　Q．6698　、　　0．4巳02　　　　（㌔1E96

1000　　　　　　550　　　　　　0巳7094　　　　　　0．5277　　　　　　0．1817

4000　　　　3270　　　　　4．0221　　　　　2．8388　　　　　1．！833

40QO　　　　3270　　　　　4．2280　　　　　3．1407　　　　　10873

4000　　　　3270，　　　　4．1251　　　　　2．9898　　　　　1．1353

】OOO　　　　510　　　　α7482　　　　α5539　　　　0．1943

1000　　　　　560　　　　　0．8198　　　　　0．6205　　　　　0、1993

1000　　　　　535　　　　　0！7840　　　　　0．5872　　　　　0．1968

4000　　　　3440　　　　　4．8！39　　昌　　3．4279　　　　　L3760

4⑪00　　　　3380　　　　　4．6120　　　　　3．2665　　　　　1．3455

4000　　　　3410　　　　　4．7080　　　　　3．3472　　　　　L3608

1000　　　　　554　　　　　0．9223　　　　　0．6744　　　　　0．2479「

1000　　　　　　560　　　　　　1。0722　　　　　　0．8068　　　　　　0．2654

1000　　　　　557　　　　　α9937　　　　　0．7406　　　　　0．2667

4eO〔｝　　　　3480　　　　　5．2999　　　　　3．6985　　　　　L6〔｝14

40｛｝0　　　　3375　　　　　5．577Q　　　　　3．90i4　　　　　　L6756

4000　　　　3428　　　　　5」4385　　　　　3．8000　　　　　　1．63εS

　煮繭及繰紡湯中の醜化石茨の含量が増加する場食には誕繭及繰綜

後其湯中に含有せらるる有機及無機成分は不溶解の結果次第に増加

する事を知るに足るべし。

（3）繰綜試験

　上記せる捲化石茨の各種の溶液を使用し繰綜試験を行ひ次の如き

結果を得たり，次表の数字は何れもこ回の實瞼の李均数を示せり。
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冊一＿＿一一一　＿早即曽．『　　　＿＿一　＿　．　＿　　＿＿．　．一＿＿　＿鞭．＿　　．一　．　＿　醐一型一ユ：一隙瓢譜附

試　験　匪

原料繭供試繭懸

　　供試繭重澱
　　　　　冗　　聯　間分）
煮、繭
　　温　慶，c

繰継暗　間「分

　　温　嵐σ
総’時　間（分

揚　繭　撒（船

幾　繭　数（x・t

緒　綜　量（瓦

蝋　槻　量（rr‘

ir“　　∫1勿　　合　　言十　　（冗

蝋　重　最・瓦）

生　綜　彙（瓦、

、解　　　．書予

類節 o実

繊　度（ヂ昌，v）

強力繊度凱弛一’り

仲　　　度（％｝

弧力．伸慶測源度

　櫨，　化’1　石諺　IN
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vノ

蒸淋欝解分控欝辮志天鞘召分
　lOO　　IUO　　IQO　　IOO　　玉00　　100　　1Qり　　100
　44　　　　　44　　　　　44　　　　　44　　　　　44　　　　　44　　　　　44　　　　　44

　　6　　　6　　　6　　　7　　　7　　　7　　　6　　　5
94L96　　94－97　・95－98　　94－98　　94－一・98　　94－98　　94－98　94－98

　37　　　　　　37　　　　　37　　　　　35　　　　　37　　　　　38　　　　　38　　　　・38

78－－79　　77－79　　77葡騨78　　77－－78　　78＿79　　78－79　　78－81　　80－－81

43　　　　　　42　　　　　41　　　　　41　　　　　44　　　　　45　　　　　44　　　　　43

0　　　0　　0　　0　　0　　0　　－O　　Q

、　1．08　　　　α98　　　　Q685　　　　0192　　　　0．98　　　　LI6　・　　（i，9S　　　　α89

　L35　　　　　1．13　　　　1。14　　　　122　　　　L22　　　1】護0　　　　1r23　，　　L33

　2〆』3　　　　　2。11　　　　L99　　　　2。14　　　　2．20　　　　2，55　　　　2、18　　　　2．22　　　，

22、79　　　22み7　　20．80　　21。12　　22．QO　　2LO8　唱　22‘工7　　21．3

1487　　　　15、18　　　15．59　　　15の69　　　15。26　　　15．02　　　15，20　　　15．19

　33　　　　　　17　’　　　19　・，　2Q、　　　　20　　　　　21　　　　　36　　　　　28

　　0　　　1　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0
14．13　　　　1：㌔55　　　13．75　　　14．25　　　13．85　　　14，25　　　】3．75　　　13．90

　3‘86　　　　3’85　　　　4°04　　　　4’02　　　　3．93　　　　3．55　　　　3．86　　　　3．71

20．30　　　　工8．90　　　19．75，　　2㌦50　　　20．30　　　19く30　　　18．pO　　　17．90

　72　　　　　　66　　　　　74　　　　　69　　　　　67　　　　　70　・　　　70　　　　　68

欝間幽d・3・。・3・57・’・7571’71
色　澤’憎va彊，全左螢灘皇盤全左革
mm　感　鞭舷館魏憲全友kk全左舷
　以上の結果により見る時は櫨化石茨を加へたる場合には繰綜上に

於ても十万分の二十迄は繰緯時聞短縮し解好も良好こなる是ホリ櫨

化石茨の濃度J曾加する時は繰系糸時間も次第に長くなb解野も不良ご

なり強力及伸度も減少す之を要するに捕化石茨は十万分の二十迄の

濃度に於では繰綜上影響を認めす之れ以上の濃度に於ては解箭も不
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良こなb生綜の品質の⊥にも不良なる結果を來すもめなり。　

　（b）硫酸石灰
　　　（1）溶解度曲線

　、硫酸石茨を前記せる各種の割合に溶解して作れる溶液を以て溶解・

度曲線を求め次の如き結果を得たb．實瞼に使用したる繭は前の場

合ご同種にして青熟禰を使用せり莫繭層の水分は9・43％なり．次麦

は無水繭層に謝する溶解窒素量を示す。
dmim，ve　　．＿益＿＿＿血　　　’．一．．＿一一一．．＿一一『一．＿一＿．t－　i．．＿　＿　t－．．T1－．．『eee－ike－一一藝＿一　＿

　試供液隔欄嚢糊婁欄嚢糊鍵手錦
　　　，十万分のE

　　　十万分’の十

　　　十万分の二干
読酸石次圏十万分め薫十

　　　十万分め六十

　　　牽万分の八十

　　　＋労分の百

0．59％　　　　　0．88％　　　　　　1．20％　　　　　　L35％　　　　，　1・95％

0．61　　　　　　（）．92　　　　　　　1，20　　　　　　　1．57　　　　　　2424・噛

0．61　　　　’　O．94　　　　　　】．22　　　　　　1．57　　　　　　2爾2梁

O．61　　　　　　　0。93　　　　　　　’1．20　’　　　　　1．58　　，　　　　1咀99

0．65　　　　　　　〔X79　　　　　　　】．06　　　　　．　1．30　　　　　　　1．73

0．71　　　　　0．76　　　　　　1．02　　　　　　1．17　　　　　　L59　　　　／l

O．66　　　　　　　0，79　　　　　　　1．06　　　　　　　1．20　　　　　　　L50

1蒸”’…i水1・…　e・791・・81・55L99・
以上の結果を曲線を以て示せぱ次圖の如し。

　　　第ユ図

残

3

2

〆

’Wt `畷砥　　　　’　　　　　、㌦
…… @1，蒸溜・k
　　　z％〃。。c。　so、

　　　3r％・…〃、i　　　　顎　，
一，－14・6％卿〃　．．1＿＿＿＿＿～きコ1

　｝．”％岬レ唱ll　　・・’l
　l　　l　　、　　．　…　　　　ls
膨　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

・t－一レ　　r－一一一…一セー…・………『鴫，”　，・　T　”：

ll　　i　　、　㌧．，，，　　　　1
ド1・堰D、1　，1，，．，’　－
　1　　　　　　，　　　　　　　　　：・，　．　・　　．　　　　　　　。　　，’1

゜sld @　」°・d・　　　1　　　　　’・　　　潔嚇，

以上の結果によれば硫酸石次を使用したる瘍合には十万鐘の二十，
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遙は溶解度が次第に増加するも是れより濃度が屠加する臨は溶解度

は次第に鐡少するこご舷μる＾Sし

　　　（2）煮繭湯及繰綜湯中の無機及有機成分　　‘　　’忍’「，t

　前記せる塀合‘同檬に供試繭数100粒其重蚤44屍に煮繭湯4立を以

て繰編を行ひ繰締後冷却して濾燭し共濾液の一部を取り某中の無機

及有機成分を定量し之によりて其全量を求めたり其結果は次の如し

璽1鰍液随別摩鑑盤雛金墾」竺機物鍵轍

蒸溜水

賓繭湯（D
　ク　（2）

李　　均
繰線湯（1）

　〃　（2）

棒　均

硫酸石灰

十万分の
五

硫酸石灰

十万分の
十，　　，

　　く

硫酸石灰

＋万分の
二十

賞繭湯（D

　〃　（21

李　　均
繰継湯（1）

　〃　（2）

準　　均

嚢繭湯（1）

　ク　（2）

李　　均
繰聯湯（1）

　ク　（2）

李　　卸

叢繭湯（1）

　ク　（2）

召P　　均

繰繰湯（1）

　〃　（2）

21s　　均

1000騰　　　　590通　　　　0．4201瓦　　　　0．3829瓦　　　　Q．0372尾1鮨

，10。0　555　α4714α4369ハd．｛・345．

1000　　　　　570　　　　　α4458　　　　　α4099　　　　　α0395

4000　　　　3．370・　　　　i，4｛∋8Q　　　　　　L　2807　　　臼　Or　2173

4000　　・　3560　　　　　1・6367　　　　　互．4148；　　　　0・22董9

“4000　　　　3．465　　　　　L5674　　　　　1．3478　　　　　α2169

　　　　　　　　　　　　　　　　s1000　　　　　580　　　　　0．4895　　　　　0L4287　　　　　0．0608　　’

1000　　　　　615　　　　　0．4827　　　　　0。4180　　　℃’　0．Q647

1QOO　　　　　598　　　　　0．4861　　　　　0．4234　　　　　0。OQ28

4000　　　　3400　　　　　　！．8989　　　　　i5．312　　　　　0．3677

4000　　　　34Q5　　　　　1．9306　－　　　1．5896　、　　　0．3410

14000　　　　34Q3　　　　　1．9148　　　　　工．5604．　　　　O．3544

1000　　　　　585　　　　　CL4・878　　　　　0．4141　　　／s　O。0737

1000　　　　　575　　　　　0。4e．6！　　　　　04108　　・’　007ち3

1000　　　　　380　　　　　0．4870　　　　　0、4125　　　　　0．0745

4000　　　　3510　　　　　1．9480　　　　　15782　　　　　03698

4000　　　　3445　　　　　2ρ549　　　　、　工6570　　　　　03gア9，

・4000　　　　3478　　　　　2．0015　　　　　L6176　　　　　、03β39

　1000　　　　　560　　　　　05558　　　　　0、4058　　　　　01500

　1000　　　「　610　　　　　0．5417　　　　　0．3929　　　　　0，1498

　】000　　　　　　585　　　　　　0．5488　　　　　　03994　　　　　　01498

　4000　　　　　3420　　　　　　2．3358　　　　　　1．4689　　　　　　0．8669

　400Q　　　　3460　　　　　2．4842　　　　　15725　　　　　0．9117

〔40QO　3440　2・4100　1・5207　0・8893
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禰酸石灰

十万分の
纂十・1

硫融石灰

十万分の
六wo・卜

祝酸τ恢

十万分の
八十

菰酸石灰

＋万分ら
百

壷繭湯（i）

　ク　（2）

箪　　均
繰縣湯（1＞

　〃　（2）

準　　引均・

賞繭r湯（1），

　〃　（2）

単　　均

繰緩湯」）

　ク「（2）

挙　　均

賞繭湯①
　ク　（2）

2r“　　均

繰縣湯（1）

　〃　（2）

雫　　均

　1000　　　　　570　　　　　06：332　　　　　04178　　　　　0，2154

　1000　　　　　580　　　　　06416　　　　　0．3978　　’　　0．2437

　1000　　　　　575．　　　　O，6374　　　　　0．4078　　　　　0，2292

　40QO　　　　　3490　　　　　2、9991　　　　　　L2248　　　　　　1．7743

“　40｛）0　　　　3380　　　　　3．OiE60　　　　　12506　　　　　1．8354

　4000　　　　3435　　　　　30426　　　　　1；2377　　　　　　1．8049

1000　　　　　525　　　　　06835　』　　　O，35FO　　　　　O　3255

10eO，　　　　580　　　　　Q、7644も　　　　α4043　　　　　0・3601

10QO　　　　　553　　　　　0’7240　　　　　03812　　　　　0，3428

4000　　　　　3500　　　　　　3．8290　　　　　　L66ちQ　　　　　　2」1630

4000　　　　3350　　　　　3．6224　　　　　　13935　　　　　22289

4000　　　　3425　　　　　3．7257　　　　　1、5298　　　　　2艦1960

1000　　　　51Q　　 ’　0，8619　　　　0，4136　　　　04483

1000　　　　530　　　　0a639　　　　04187　　　　0，4452

工OOO　　　　　520　　　　　0£629　　　　　α4162　　　　　0．4468

4000　　　　3320　　　　　43580　　　　　1，5643　　　　　27937

4000　　　　3360　　　　　45024　　　　　1633Q　　　　　2．8〔｝94，

4000　　　　3340　　　　　4r4302　　　　　1．5987　　　　　2，8316

賞繭湯ω【1…　58・　09976　・．4379　・5597

1　ク　（2）

李　　均
｝繰継湯（1）

　　〃　（2）

李　　均1

1000　　　　　560　　　　　　1，0780　　　　　（｝5152　　　　　0，9628

1000　　　　　570　　　　　1．0378　　　　　0．4766　　　　　05613

4QQO　　　　3370　　　　　4．8544　　　　　1．5215　　　　　3．3329

4000　　　　3510　　　　　47698　　　　　14427　　　　　3．3271

4000　　　　3440　　　　　4：8121　　　　　1，4821　　　　　3．3300

　以上の結果より各試験随に於ける奨繭湯及繰緯湯を合し共有機物

賀量及其液100蝿中の有機物質量を測定し次の結果を得tzり。
楓一一一一一一一一一一一一．一一一一一一一・一一／一一…一・一一一一一一…一一一一一午r響…一一：＝』一一一　　　一一一・一一一一一・一一一一一一臨

供副液、踏糠　　　　　繰綜後の聯積繰紡後の容液

鰍液の騨 i鱗糊全磯昇搬（欝糊（繍・）
蒸　溜　水1　59・暁　1・，7577・Tk　4・35妬、・幟瓦

十万分の五　　　 500Q　　　I．9838　　　4001　　　0、0496

十万分の十　　　5000　　　2　0301　　　4037　　　0　0503
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硫駿石灰

＋万分の二＋i　5。・。　1．92。1　4。25・re．。477

十万分の三…三十

十万分の六十

十万分の八十

十万分の百

5“00　　　、　　　　1．6455　　　　　　　　4014　　　　　　　0．041Q

59⑪O　・　　　　　　19110　　　　　　　　3978　　　　　　　0．0480

5000　　　　　　　　2．0149　　　　　　　　3860　　　　　　　0。0522

5COO　　　　　　　　L9587　　　　　　　　4010　　　　　　　0，0488　，

　以上の結果によb見る時は前記の濃度に於ては繰緯後の液100妬

中の有機物の量は硫酸石茨の濃度増加するも著るしき差異を認めざ

るなり．爾繰孫の結果十万分の三十より生綜は稽着色程度を増加す

ざ錐も此着色の度ご有機物質量εの間には特種なる關係を見出す事

能はざるなり。

　　　（3）繰紡試．験

　上記せる硫酸石茨の昏濃度の溶液を使用し本乾繭青熟種につき繰

緯試験を行ひ次の如き結果を得たり．但し各成績はゴ画反覆したる
　ヒ試験の季均結菓を示す。

試’瞼　囁
　」　L

供試繭粒数（粒）

供試繭重量（瓦）

翻麗鵬
騰｛灘；

総　　時　　間（分、

幾　繭　数（畑

緒　綜　・量ぐ瓦）

虫前，襯量（瓦）

層物合計（瓦）

蝋　th　溌（瓦）

生　縣　彙（瓦）

調繰綜1錨関一罰芋

間郵糧　 （瓦）
封総計時間蜀一時
闇磁線壁　（瓦）

硫　　　酸　　　石　　　灰

十万分　　十万分　十万分　十万分　十万分　十万分　　7卜万分
の鉱　　　の十　　　の二十　　の三十　　の六十　　の一F，十　1の断1

／（）O” @100、　100　　100　　100　　100　　100
、44　　　　　　44　　　　　　44　　tt　　44　　　　　　44　　　、　　44　　．　　　44

5．15　　　、　5．15　　　　5．43　　　　500　　　　　530　　　　5．00　　　　　5．00

94－97　、　94－98　　94－97　　94－98　　94「－98　　95－99　　95－98

38　，　　　　35　　　　　　36　　　　　　36　　　　　　38　　，　　　37　　　　　　37

79－一一81　　78－81　　77－－80号　77－80　　78－－80　　78－81　　79－81

　　43　　　　　40　　　　　41　　　　41　　　　43，　　　42　　　－42

　　5　　　　　　　3　　　　　　4「　　　・　　4　　　　　　5　　　　　　5　　　　・・　5

0．9621　’　0．8882　　　（》9278　　D9563　　．　0」8327　　　0．7850　　　0，8922

’12649　　　1，2936　　　　L2863　　　1．3742　　　L2796　　　L2399　　　王2742

22705　　　21818　　　2．2i4i　　　2．3305　　　21123　　　22249　　　2，1664

22．3175　　22．5825　　22．347王　　223198　　22．4645　　22．8738　　2215719

14．89　　　　王532　　　　1506　　　　14．8’1　　　　15．26　　　　14．86　　－　’14．99

23，50　　　　2626　　　　25．10　　　　24，68　　　　2409　　　　24，10　　　　24．31

20，77　　　　22、93　　　　22．04　　　　2L67　　　　2r29　　　　2L22　　　　2141
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繰綿聴…間劉‘i三練星

　　（分秒封瓦．
纏暗閥闘’El三綿覚

　　（分秒鋤瓦）

解　　　　書予

瀬　　　節（1」・）（f固）

繊渡・（デ晶…ルニ

・張力封繊度（混）

仙　’　ftC（％）

色　　　澤

鯛感、抱食　　・

生綜水分L％）

緒紙水分（％）

蝋搬水分な％）

　2，33　　　　　2．17　　　　　2・23　　　　　2．27　　　　　2，25　　　　　2．29　　　　　2．28

　253　　　　2、36　　　　　2．43　　　　2，48　　　　2．49　　　　2。49　　　　　2．48

驚可良壱讐全左鰍・ll－・．1不良
　45　　　　　　19　　　　　　16　　　　　　25　　　　　　37　　　　　　17　　　　　　24’

　14，00　　　　14，13　　　　1420　　　　13，80　　　　13，95　　　　14．38　　　　14．45

　379　　　　3．68　　　　　3名7　　　　3．98　．　　3。79　　　‘3・93・　　　3L60

2QJO　　　　I9．εO　　　　　l9．5Q．　　　18．30　　　・、19，10　　　　2Q，50　　　　18，9Q

羅嚇k・・，・e・・．騰響全左魏嘉箏全左

騨なら全恥館ftE彊．館彊
IO，6575　　　10．7713　　　10．5081　　1Q．6724　　　10577工　　10．5995　　　10．863、6

7．0821　　　7．6150　　　8．3781　　　8．2760　　　6，6772　　　70354　　　6．0362

7，159　　　7．4681　　　7．3438　　7．1532・　6．3771　　6、8486　　　6．3314

　以．＃の實験の結果より見る時は硫酸石荻は十万分の二十の磯度迄

は解野曲線は上昇し之より濃度を壇加する時は曲線は次第に下降し

十万分の三十に達する時は大略蒸溜水の蕩令‘一様になり之よ翫濃

度を増加ζる傷合にはセリシンの溶解度を戚じ十万分の百に達する

時は曲線は尤も下位を占むるに到るものなり．繰緯試瞼の結果を見

るも大略厨様にして解箭は濃度を増加するに從ひて蒸溜水の瞬ム1b

も良好・ごなる十万分の十乃至十万分の二十に至りて最も佳良②域に

達し之れより濃度を増加するに件ひ解傍は次第に不良に赴くものな

b．強力は斗；万分の入十迄は殆んご差異を認轍る事なし叉伸度は實

瞼せる範圏の櫨類の濃度に於ては限界を求むる事期難なり．住綿の

色澤は全部を通じて駒色を鞘ぶるも十万分の三十迄は甚だ徴搦にし

て顧慮す1！’　t：足らす共れよb以上は着色の濃度を増加す以上⑳結果

より見る時は硫酸石次のみ製統用水中に含有1らる》場舎には十万

分の二十は解督の点よb云ふ時は最も良好なり．十万券め三十に到

る時は生緯の着色贋加するも微々たるを以て十万分の三十を場そ限

ty　Sなす・慕を得るε思考せらる5なり。

　（c）重炭酸石荻

　　　（1）解膏曲線
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重炭酸石次は繭暦の溶解度を著じく壇加するものなり且興含量を少

しく増加する時は繰綜中に疾酸石次を沈澱せしむる恐れあるを以で

十万分のO．五より十万分の三十に至る濃度の範園に於て實験せb

供試繭は爾實瞼ε同襟本乾青辮重を使用せり：．實験の結果は次の如

し。　　　　　』　’t　t・’∵　　　1　　∵　　　　　．’ト　／t　　　　引∴

虻一・一・一’一．i－＿＿＿＿＿＿必．．＿一．＿＿罪．”輪零一　・，，＿．＿．．＿一＿如・

供　些液　1萎錦L董鐡　薔簸＿認艶L＿蚕舗L
蒸　溜　測α67・　Q・79・・1…　1・・5％，，1・ggge

9i炭酸

，石　　灰

、＋万分ρo・五

、＋万分の「

、十万分の二

十万分の五

＋万分の＋

十万分の二十

十万分の三＋

0。67　　　　　0．89　　　　　 1．13　　　　　 L60　　　　　2，0Q

o．75　　　　　　6．97　　　　　　i，23　　　　　　1．62　　「　　　2．04

0．78　　　　　α99　　　　　1．34　　　　　L73　　　　　2。12

0。80　　　　　　　1φ19　　　　　　　L70　　　　　　　1・96　　　　　　2，62

0．90　　　　　　　L23　　　　　　　1．80　　　　　　2正6　　　　　　2．8】

1．09　’　　　　L50　　　　　　2、43　　　　　　2、96　　　　　　3，12

！．OI　　　　　　I．36　　　　　　234　　　　　　271　　　　　　3．04

以上ρ～結果を曲線を以て示ぜば次圖の如し。

3

2

！

　序艮図　　　　　　　　　　　，　　1
　　重炭晦瓜　　　　　ss／1・99ρρcに‘〃e《73，2
　　1，繕瑠・k　　　　　6・初・・・…
　　2・吻ρ・ρ’・e。〃ビ軌　7初・σ・・σ　・　　　　　・1

－．

C：脇謬∴1　1・ご伽幽一』＿．．＿蓼

　　　　　1　　、1　　　　／∫
l　　　　　　　　　　　　l　・　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
．＿⊥一一　一二L－一＿一　一．1　．一　　　　∴　　　1多
　l　　　l　　．　　胴㎜1一一一殉一〔｝　…　　　if
墨　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l　曇　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
■．　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［

・1　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　一・1噛’°一囎…一一十τ　　　　’　7‘一一寸
　　　　　’l　　　　　　　　　　　I　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　l　　　　　　　　　　　膨　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

I　「　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
レ　　ロ　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

’目　　　　i　．　，　；　　　　　　　　　　1

　゜む”　　」°E　　・　　　　　　・緬，・
　上圓によれば重淡酸石茨は其濃度が少しく増加する時は其繭層の

溶解度は著しく増力11ずるものなる事明にして十万分の二十に轟る泡
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は濃度の増加するに件ひ溶解度を増加するも之より濃度を増加して

十万分の三十に到る時は溶解度は却つて減少すべし。

　　　（2）嚢繭湯及繰綜湯中の無機物質及有機物質

　前記せる硫酸石灰の鳩合ご同襟に供試繭数ユ00粒其重量441酬こ鍵

繭湯1立．繰緯陽4立を以て繰縣を行ひ繰懸後冷却を待ちて濾過し
て其濾液の一部を取“bて其液中の無機及有機物質を定量し次の結ls

を得たり。　”
潅試整「唖馴馨腋匙墨藩全乾櫨鍵吻鍵物一
＿　＿　＿羅．　　　　　　　　＿一．．，．＿．．t＿．　＿　．＿．．一一　＿　一一『

＋万分の
○、iEt

露炭酸
石　　次

十万分の

軍炭酸
石　灰

＋万分の

重炭酸
石　　茨

＋万分の
五

重炭酸
石　　次

炎繭湯（1）

　〃　（2）

竿　　均

繰緻湯（1）

　ク　（2）

年　　均

賞繭湯（1）

　ク　（2）

李　　均
繰綜湯（1）’

．　ク　（2）

10QO立呂　　　560ilFE　　　O．3603瓦　　　　0．3231瓦　　　　0・0372瓦

1000　　　　575　　　　0．4111　　　　0．372亘　　　　OO390

1000　　　　　568　　　　　1．3857　　　　　0β476　　　　　0．0381

4000　　　　3320　　　　　L7778　　　　　L5421　　　　　0・2357

4QOO　　　　3440　　　　　L6856　　　　　14620　　　　　02236

40QO　　　　3380　　　　　1．7317　　　　　15021　　　　　02297

100Q　　　　　570　　　　　0．4594　　　　　0．4！55　　、　　　0．0439

1000　　　　　550　　　　　0．3730　　　　　03333　　　　　00397

1000　　　　　560　　　　　04162　　　　　0．3744　　　　’・「OO418

4000　　　　3460．　　　16359　　　　匹13996　／　　　02363

4000　　　　3400　　　　　，19414　　　　　　16898　　　　　02516

半　均1・。。・3…’178871・5447°・244°“・
　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

禰湯（1）II°°°　5巳5　°4481　σ4°13　°・°468

　ク　（2）

単　　均
繰懸湯（1）

　ク　（2）

李　　均

瀕繭揚（1）

　ク　（2）

華　　均
繰緕湯（1）

　ク　（2）

李　　均

1000　　　　　620　　　」　0ゼ4878　　　　　04389　　　　　0．0489

10QO　　　　、6Q3「　　　04680　　　　　0420董　　　　　OO479

’4000　　　　3500　・　　　17767　，　　　　1、5295　　　　　02472

4000　　　3470　　　　2213．8　　　　191呂9　　　　0．2949

4。oo　3485　】9953　1・7242．’Q2711

1000　　　　　585　　　　　0．4673　　L　　O．4188　　　　　0磁85

1000　　　　　585　　　　　04772　　　　　04293　　　　　004tz　9

1000　　　　　585　L　　　O4723　　　　　04241　　　　　0，0482

4000　　　　3590　　　　　16819　　　　　14001　　　　　02818

4000　　　　3600’　「　　1．8626　　　　　16016　　　．　　02610

4QQQ　　　3595　　　　17723　　　　1，5009　　　　02714
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十万分の
十

重炭酸
石　　泳

十万分の
二十

凱炭酸
石　灰

十万分の
蕊十

軍炭酸
石　灰

甥湯IBi

平　．均

繰続湯（1）

　ク　（2）

挙　　・均

璽繭滲（1）

　ク　（2）

’平　　均

繰綜湯（D
　ク　（2）

挙　　均

嚢繭湯（1）

　〃　（2）

準　　均
繰縣湯（！）

　〃　（2）

平　　均

1000　　　　　　580　　　　　　0．4071　　　　．03596　　　　　　0．0475

1000　　　　　575　　　　　04387　　　　　03880　　　　　00507

1000　　　　　　678　　　’　　O．4229　　　　　　03738　　　　　　0e491

4000　　　　3520　　　　　L8207　　　　　15366　　　　　0，2841　・

4000　　　　3530　　　．　1．6978　　　　　1、4402　』　　　02576

4000　　　　3525　　　　　17980　　　，　14884　　　　　02709

】QOO　　　　　620　　　　　05083　　　　　04439　　　　　00644

1QOO　　　　1575　　　　　05266　　　　　04588　　　　　00678

100Q　　　　　598　　　　　05175　　　　　0！麓｝14　　　　　QO66！

4000　　　　3440　　　　　i7540　　　　　1424工　　　　　O．3299

4000　　　　3500　　　　　L9544　　　　　！19145　　　　　0、3990

4000　　　　3470　　　　　　L8542　　　　　16693　　　　　α3645

1000　　　　580　　　　　0．5092　　　　04234　　　　00858

1QOQ　　　　580　　　　05222　　　　0．4398　　　　00824

1QOQ　　　　　580　　　　　0．5157　　　　　0．4316　・　　　O，0841

4000　　　　3500　　　　　2．440　　　　　　1．6380　　　　　0．4060

4000　　　　3620　　　　　2．2769　　　　　1．8371　　　　　0，4398

4000　　　　3560　　　　　2・1605　　　　　1．7376　　　　　0，42b9

　蹴上の結果より璽炭酸石灰の瘍合に於ても繰綜1’際㌧て嚢繭湯及

繰緯湯中の擁類の濃度が増加する時は繭より浸出せらる5有機物質

も漸次増加する事を見るべし．然し此鵬合に於ては解箭良好なbし

llSめ嚢繭及繰懸時間僅少なりしを以つて其差異僅にして瘍合によゲ

ては濃度堰加したるにも拘はらす去llつて共有機物質含量は梢戚少せ

る腱あり．EPち次表の如し。

供　試　液　1鰍の容積　鮪機物鰻
蒸　溜・水【　　・…蝿　　　1おη瓦

箪炭酸石灰

　　●

十万分の〇五

＋万分の一
＋方分Ut・＝

十万分のn
＋万分の＋

ク　　　　　　　　L8497

ク　　　　　　　　　　　　　　Lgl91　・k

ク　　　　　　　　Z1443

ク　　　　　　　　1・9250

ク　　　　　　　　1．8622
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　　　　　十万分の二十　　　　　　　50no　　　　　　　　2，1207

　　　　　十・万分の三十　　　　　　　　ク　　「　　　　　　2．1692

　－Eieeに於けるが如く嚢繭及繰綜爾陽を和したる溶液中の益有機物

質量は供試液中の櫨類の濃壕が屠加するε共に全体に増力llするも時．、

に却つて減少するが如き事あり．然れ共震繭及繰緯後爾液の着色の

程慶ぽ重巌酸石茨の濃度の増加tS共に朋かに濃厚ざなるなb，然し

て生緯㊥着色の程度は液中⑱憂有機物質量よbも其液の魚の濃度に

よる事大なり蕉澹へらる〉蓼以て家の如き法によりて液の現色の程

度を表はせb。

　純精にしたる簾糖10瓦をεb蒸溜水400－500妬を加へ1：3の濃度

の硫酸10垢を加べ10分聞嚢沸し之れに更に1：2の苛性曹達「o蛇を加

へ更に10分間炎沸し後水を加＼て1立こなす1然るtSiきは此標準液

1蛇中には10ミリグラムのカラメノレを含有する割合こなる之を便宜

上・o度の液s・igす此騨液を以て一一ネ・’取は効・・ス恥頃計

を用ひ煮繭湯及繰孫湯の色を比較し次の結果を得たり。

＿一雛　試　液一＿璽繭湯一繰』縣湯　傘h醐毫

露炭酸Ti　lE

十万分のOff

・セ万分の一

十方分の；，

＋万分の万

十万分の十
十万分の二十

十万分の三十

；十万分の六十

十万分の百

195曳　　　　　　　　 158「隻　　　　　　　　翼9．2奨

27．4　　　　　　　　　　　23呂5　　　　　　　　　　2∈転7、　　　　　・

240　、　　　　　　　　22，5　　　　　　　　　　　23，3，

300　　　　　　　　　　240　　　　　　　　　　27．0

1295　　　　　　　　　245　　　　　　　　　　270

375　　　　　　　275　　　　　　　325

40．0　　　　　　　　　　260　　　　　　　　　　330

53．0　　　　　　　　　　400　　　　　　　　　46β

530　　　　　　　　　　43．Q　　　　　　　　　4＆0

　第均濃度33度よb生縣の着色濃厚こなる．然し此蕩合に於て嚢繭

湯は4瞭齢を以て恐らくは此濃度の爲めに着色灘ざな禍曙
へらる゜概後多くの實馴二よれば5膿を脈生縮色の限度こな

すを適當頃考へらる。

　　　（3）　繰　糸糸　試　験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’



上田慮繍藤門學校同窓會報第一トー號　　　　59

　上記せる重炭酸石茨の各種の溶液を使用し青熱種本乾繭IOO粒重

量44琵を使用し實瞼を試み次の結果を得たb。倶各畷の試験結果は

こ二回の試験の司三均を示せり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　；　　，

試　瞼　歴
m　　旗　　酸　ド眉　’茨…｝1’「1

II ¥万分十万分十万分十万分十万分十万分十万分十’Jj’分十万分
　の〇五　の一　　の二　　の流　　の十　　の二十の銃十の六十の百

璽蚕霧欝

辮雛端
　　　　　へ分秒、

解　　　　野

供試繭撒（粒）

供試繭重量（瓦）

趨黙膿
繍題膿
総．時　間（分秒⊃

婦繭撒㈹）
飛　繭　敬（糟）

緒　縣　星（瓦）

蜥　槻　蚤（瓦！

屑物合謝（瓦）

蝋　電　鍛伍、

坐　綿　最（瓦，

纈　　　節r小）

強力勤繊度
　　　〔混デニーガ
伸　　　度（％）

色　　　澤

角蜀　　　感

生紡水分（％）

緒縮水分（％）

蠕襯水分（％）

　100　100　100　100　100　100　’10Q　100　100
　44　　　　44　　　　44　　　　44　　　　44　　－　44　　　　44「　　44　　　　44

5，00，，　　430　　430　　430　　400　　40σ　　400　　400　　4QO

94－97　95－98　94－98　94＿98　94－98　93＿－98　94－98　94－98　94－98

36，30，，　　3700　　　36．00　　3300　　3200　　ヒ3430　L3430　　35｛3◎　　3900

8Q－81　79－81　78；－81　79｛80　79－80、78－79　76－78　Z8－r7977－78

41’30’）：42・0014．O，3’037303600383038・3039’3ρ蝿0

　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0．、0　　0

0．94　　　1．C9　　　1．97　　　095　　　0。83　　　094　　　LO8　　　1．01．　　1、23

1．37　　　L10　　　L28　　1．16　　　1，22　　1．31　　1，33　　】，34　　 1．24

231　　219　　226　 210　　2e6．　226　L・2．4t　 235　　2．47

2245　　2262　　　22．69　　22、77　　　22．59・　22，75　　22．66　　2224　　2273

1491　　14．91　　14193’1516　　1540　　14，93　141．91　1、151・7，　！491

24・51　　24，18　　2487　　27．59　　2889　　25，96　　2598　　25．64　　22，94

2L55　　2130　　22JI　　24．27　　25．67　　23．21　　23，27　．23．04　｛2007＿

Z，27　　　2，28　　　227　　　210　　　2，e4　　　219　　　233　　　220　　　239

246　　　248　　　244　　　228　　　2，14　　　2．39　　　2．40　’236　　　252

蒸溜水に　　　　　　　　　ヅル簡　、　ヅル節揚・，
比し大差　稿良　全左　良好　最良野　揚る良　全嵐切辮多く繰全左
なし　　　　　　　　　　　　好　　　　緬難難
　43　　　　27　　　　35　　　　25　　　　15　　　　　9　　　　18　　　　117　　　　48

　3．65　　3、17　　4、00　 3．82　　317　 421　 3，78　 3．61　　366

’　王9．5　　　21．3　　　21，3　　2r7　　　21・8　　202　　 197　　　ユ78　　　17．4

鰹な全左全左全左全左鱗麟～館・全左
　一　　一　　一　　一　　一　粗硬　全左　全左　全左
10．’128　　982　　10．42　　1，0．13　　10．21　　10．2Q　　IOL23　 ・1［id　2ゴ　　1bJ2

　5．94　　　620　　　8．32　　　840　　　7．99　　7．61　　7．77　　　7。99　　　¶8．06

　5．94　　　6．14　　　7．83　　　8。58　　　795　　　7．93　　　7．32　　　7、64・　　7．51
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　以上の結果を見る時は重炭酸石茨は十万分の十の濃度の場合は繰

紡結果最も良好なり之よb濃度増加する時はヅノレ節多く揚り十万分

の三十に於ては生統の着色は稽濃厚蓬なる一s〈強力及伸度も十万分

の三十を越す時は減少す之を以て十万分の二十乃至三十を以て限度

egなすを適當なりt考へらる。

　（d）炭酸石茨

　炭酸石次は炭酸屍期の存在する場合には重炭酸石荻こなり可溶性

に攣化するものにして鷺に炭酸石荻ごして存在する蕩合に於てほ其

溶解度は甚だ少量なり8・7度（c）に於C、1立は0・01琵の炭酸石次を溶

解し20度（c）に於てO・012＄Eを溶解するに過ぎす夫れ故に本蜜験に於

ては軍に＋万分の○・五及＋万分の一〇；つの齢に於て購を行
へり．’

　　　（1）解寄曲線

　前の蕩合に於けるが如く本乾青熱種の繭層を使用し上記二種の溶

液に就て可溶性窒素量を測定し次の結果を得たり但無水繭層に甥す

る％を示す。

供　　試　　液

蒸　　溜　　水

炭酸石灰
＋万分の○”iti）

＋万分の一

温分間　　＋分問　　珊分間　　　一時間　　　ご時間
撹携　　讃　沸　　炎　携　　嚢梯　　　瀕　擁・

　％　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　％
Q67　　　　　　　0．79　　　　　　　1．08　　　　　　　1。55　　　　　　　1．99

068　　　　（）・94　　　　1Q9　　　　155　　　　207

e、69　　　　　　1．OO　　　　　　140　　　　　　1，80　　　　　　2．28

以上の結果を曲線を以て示す時は次の如し。（第四瞳D

上圖の結果より見る時は炭酸石茨に於ては十万分のO。五の濃度

に於ては殆んご蒸溜水の場合ご異る事なく十万分の一・1：於て溶解度

を租壇力μしたるを見るべし。
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　’第四図
　　　湊敵石／k

　　　／一蒸ゴ酬《

多＿メ吻・・…c・e°s　　　　　　　．一．一一一．，，

　　　3ク700000e　　　　　　　　　　　　　　　l，
　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　1　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　　l　　　，　　　　　　　　　　　　　　3
2．：＿．’　　　．↓＿＿．　一．．m－m－一一E，，；1’“1・
　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l！
　　　　，「　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，卜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　脚　　　　1　・　　　　　　　　l
　　ll　　　　［　　　　　　I　　　　　　　　　　　　l・　－
　　l　l　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
／，－rr　一　　　内　「榊一一一一一膳爵一騨帯＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　量

　　ll　　　　l　　　　　　l’　　　　　　　　　　　　I
　　　l　　　；　　　　　1　　　　　　　　．　　1
　　11　　i　　　　l　　　　　　　　．；
　　－　　　　　1　　　　　・l　　　　　　　　　　　　l

　　l　　　　　L－＿」05”　　　30ts　　　　I－　　　　　　　　　　　幽麟

　　　（2）炎繭湯及繰綜湯の有機及無機成分　　　　　　・

’前記せるご同様に上記濃度の巌酸石次の溶液を以て繰緯試瞼を行

び其煮繭湯及繰緯湯中に溶解せる無機及有機成分を定量しで次の如

き結果を得たう。

供翻鰍液・璽毯液総嚇霧7齋癩襯厩嚥編蘇

十万分の
〇五

炭酸石次

＋万分の

炭酸石灰

i煮繭湯（1）

　’〃　（2）

李　　　均

繰縣湯（1）

　　ク　　（2）

李　　　均

1000蝿　58晦　0・4413減　03932瓦　σ0481瓦
1000　　　　　610　　　　　0．4897　　　　　0．4215　　　．　σ0682

1000　　　　　595　　　　　（＞4655　　　　　0．4074　　　　　0，0582

400Q　　　　3630　　　　　1．8059　　　　　王．5664　　　　　0，2395

4000　　　　3600　　　　　　L8032　　　　　　1，5696　　　　　0．2336

4000　　　　3615　　　　　1．8046　　　　　1．5680　　　　　0．2366

煮繭湯（1）・

　〃　（2）

李　　　均

繰継湯（1）

　　・／ク　（2）’

挙　　　均

1000　　　　　595　　　　　0．5017　　　　　04534　　　　，00483

1000　　　　．635　　　　　04414　　　　　0、3931　　　　　0．0483・

1000　　　　　615　　　　　04712　　　　　σ4233　　　、　0．0483

4。00　3550　ZOI　15　1・7766　02349
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ4000　　　　3560　　　　　2，0119　　　　　1．7772　　　　　02347

4000　　　　3555　　　　　2．0117　　　　　L7769　　　　　02348
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　以上の結果より叢繭湯及繰縣湯の季均の全有機物質量を求輌：れば

次の如し。

tum＿tv．＿．＿＿＿＿　　　　　　　　　　　　　　　＿．　　　　　　．一
f」k　試　液瞬（鋤及繍湯）の容積　齢機物羅

炭酸石灰
＋万分のO、五

＋万分の一

5000立］匡　　　　　　　　　　　　　　　1．9754翼

　〃　°　　　　　　　　　　　　　　　2．2002

　此場合に於ても櫨類の濃度廓加する時は繰孫に際して踊よb浸出

せらる、有機物質量は暦加せらる5なり．省前記せる比色法ビより

奨繭及繰緯陽の色の濃度を測定し次の如き結果を得たb。

供　試　液1魏湯　繍滋　㍗均
　　　　＋万分の○・ill　185度　17破　　181度，
炭酸石茨
　　　　＋万分の一　　245T　　32・2　　　23・4

　此霧合に於ては生綜は殆んど着色を見す。

　　　（3＞糸粟懸試瞼　　 一一 @＿＿t＿
　本乾青熟種の繭にっき前記の濃度の炭酸石茨の液脅使用し繰締試

験を行ぴ次の結果を褥た転但次謙は二回實瞼の李均躾を示ぜ軌

供　　　試　　　液　　　十万分の〇五炭酸石灰　　十万分の一炭酸石庚

供誠繭粒数（粒）
供試繭蜜量（双）

繍｛黙聾1ト

繰緯∫時　間（分）
　　　し温　度　（｛〕）

細　　　時　　　間（分秒）

揚繭表（粧）
幾　　繭　　数（粒）

緒　　赫　　最（瓦）

蝋　　襯　　量（瓦）

ノ猷物合計最’（瓦）

踊　　重　　鐙（瓦）

止　　紡　　彙（瓦）

　100，　　　　、　106…

　44　　　　　　　　　　44

　500　　　　　　　　　　．　430　1

94－98　　　　　　　　　　　　　94－98

　33　　　　　、　　　33　　　　評
79－40　　　　　　　　　　　　　79－80

38、00　　　　　　　　　　　　　　　　37．30

　　】　　　　　　　　　　0

　　4　　　　　　　　4
08628　　　　　　　，　　　　　　　0，鑑396

L1678　　　　　　　　　　　　　　　L104P

2，0306　　　　　　1．943・7

22．4782　　　　　　　　　　　　　　　23，0973

15．95　　　　　　　　　　　　　　　　　15，81　・
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灘膿時間（瓦）

劃襯翻繰細燗（分秒）
晦一間之緬1聯聞（分秒）

解3　　　　　名予

類　　　　　節（小）（me）

颯lr　力嘩鹸『ニール）（武）

伸，　　　　簾i（％）
・ぜ一・一’海

角蜀・　’　　・感

嘘　、紬　水　分！（％）’，

緒紡水分（％）
輔襯水分（％）
翻瞥離綴麗1

劉日封繍時間・瓦、1　　2蜘　　　　28，75
　　　　25．18　　　　　　　　　　　　　　　　25．30

　　　　2．｛｝4　　　　　　　　．　　　　　　　．　205・

　　　　2．23　　　　　　　　222
＾　、・蒸溜水にまヒし良妊　　　　上騒よりも潤良

　　　　　23　　　　　，　　　　50
L　，　　　　　396　　　　　　・　　　－　3．86

　　　　　20・5　　　　　、　　　　　　　　　　　19ξうQ　　　　　、

　　　　良h好　　　　’　良好
　　　’　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　　　圏頁妊　　　　　　良好
　　　　　1Q2！　　1　　唱　io，　2・3　．．

　　　　　8く39　　　｝　　　　　　　　　　　　7。26　　　『1

　　　　　8、56　　　　　　　　　　　　　　　　6，90

　　　　　85　　　　　　　　　　85

　　　　　70　　　　　　　　　　　71

　以ヒの結果よb見る時は炭酸石茨は上記の濃度に於ては繰縣上少
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1しの障害をも詔めざるなり．省既に記したる如く炭酸巧灰は常温に

於ては其溶解度十万分の「なるを以て軍純に表酸石友が用水巾に存

在せる協合には繰綜に際して障害を輿へざるなb。

第四章　苦土櫨に關する實瞼　　　’

　（a）盤化苦土

　　　（1）解傍曲線
第二章に於で諭る額の濃度の擁花瞥王め溶液を作り贈本乾
繭に就きて繭暦の各慮魂瞬庸に謝する可溶性窒素を測定したり莫結．

果次の如し．但し無水繭層に鋼する％を示す。

脚搬の種州贈灘蓋糊L翌凱垂糊謹コ
藤・榊水i　・・　・3％脚・・781％1186・1翻畑・・

†万鈴の五

＋万分の申

十万分の二十

952　　　 0．504　　0673　　 1070　　　　1．330　　 1，895

952　　　　0596，　　0718　　 1．1　7・7　　 ’　li543，’　．L82（∋≒

951　　1　　0，570　　　0。703　　　1．269　　　　　，♂482　　　 1・7’58
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　　　十フア分の三十
翻躇土＋万分の六＋

　　　十万分の八十

　　　＋万分の百
　　　十万分の百学
　　　1
　　　十万分の百畢
　　　ト　　　1＋万分の二百

9．40　　　　　0．595　　　0．733　　　1．036　　　　　1．450　　　　1861

9．08　　　　　0．487　　　0．654　　　］弓061　　　　　1．354　　　　1．758

．9，22　　　　　0．518　　　0．747　　　　1，005　　　　　J．280　　　　L813

8．78　　　　　0．425　　　0．637　　　　1061　　　　　L425　　　　L728

9β8　　　　　0亀559　　　10．700　　　　1，135　　　　　L337　　　　L695

9，00　　　　　0．495　　　0。743　　　0．944　　　　　1．177　　　L734

9．44　　　　　0，529　　　　0．716　　　　0．980　　　　　1、291　　　　L7！1

　以上の結果よt）見る時は各溶液の可溶陸窒素量は非常に相接近せ

り然し大体に於て十万分の三十が溶解度最も大にして是より濃度屠

加するに從ひ溶解度は次笛に減少せり．今是等の主要なるものを揮

びて曲線を以てせば次の如し。

％

3｝ 諡辮}
’　　　　　塩化igi

2両�ﾝ！濯・桝伽・。物cムー・十…一…一…一一…一・一」21
磁ゴ解・K　　　・　・

“　　　　　　l　l　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［　　　　　　’
　li3・・％〃ρ・・〃　l　　　　　l’s
　I　l　　　　　　　　lt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　l　l　　　　　　　l　　　　　　　　　　　量　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　庫

／1蝋7「一一…ナ……一一一一ニー一一一チ
　　　　　　l　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　｝　　　　l　　　　　l　　　　　　　　　　　l∫

・一一歪　　　　　　壁，絢
　上圖による時は十万分の三十の曲線は蒸溜水の曲線ご相類似鷺り・

然して十万分の二百に於ても其曲線は梢下位にありご雌も其距離遠、

からざるなり。　　　　　　　　1　　，

．　，　（2）嚢繭湯及繰緯湯中の無機及有機物質量、

　嚢繭湯’1立繰綜湯4立を使用し繰緯試験を行ひ其嚢繭及繰緯湯中

　に溶解せる発有機物及無機物質に就きて定量し次の結，果を得だり．

侃し繰綜に供したる繭は本乾叉昔種にして95粒其重量は461罷にして

装繰繰試験の結果は次項に記載せるが如し。　　　　　’　　，
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供試液

蒸溜水

供試液種別

黄繭湯（1）

　〃　（2）

干　　均
繰細湯（1）

　〃　（2）

李　　均

十万分の五

盟化苦土

1煮繭湯（1）

＋万分の＋

盤牝苦土

　〃　（2）

．李　　均

繰線湯（1）

　ク　（2）

李　　均

養繭湯（1）

　〃　（2）

李　　均

繰綜湯（1）

　ク　（2）

挙　　均

　　　　　賞繭湯（1）

＋万分a＝　”（2）、

＋　　　　準　　均
．織二牝苦土級緻湯（1）

　　　　　　〃　（2）

　　　　　雫　　均　　　　i

＋万分の三
十

堀化苦土

鷺繭湯（1）

　〃　（2）

亭　　均
繰懸湯（1）

　グ　（2）

軍　　均

全乾物貴　全有機物質景　全無機物質貴

06364瓦　　　　　　　　0°5496瓦　　　　　　　　　0．0868瓦

0．6724　　　　　　　　　　　0．5712　　　　　　　　　　　0．1012

α6544　　　　　　　　　　056e4　　　　　　　　　　0噛0940

1°4】5Q　　　　　　　　　　1．1116　　　　　　　　　　　03034

1，2751　　　　　　　　　　　LO346　　　　　　　　　　　0．2405

L3451　　　　　　　　　　　10731　　　　　　　　　　　027邑15　’

O．7993　　　　　　　　　　　0．7040　　　　　　　　　　　　0．0953

0．7900・　　　　　　　　　　06580　　　　　　　　　　　0．1320

07947　　　　　　　　　　　0．6810　　　　　　　　　　　　0．1137

14491　　　　　　　　　　　1，2342　　　　　　　　　　　02149

1，7611　　　　　　　　　　　1。5098　　　’　　　　　　　0．25正3

1、6051　　　　　　　　　　　1．3720　　　　　　　　　　　〔｝．2331

0．7938　　　　　　　　　　　0．7024　　　　　　　　　　　0．0914

0，7938　　　　　　　　　　　0．7024　　　　　　　　　　　0，〈）914

1，7644　　　　　　　　　　　1．4093　　　’　　　　　　　O．3551

1．7864　　　　　　　　1　1．3832　　　　　　　　　　 Q．4032

1．7754　　　　　　　　　1．3963　　　　　　　　　013792

　　0．8143　　　　0．7110　　　　0．1033
、　　　　O．7448　　　　　　　　　　　0．6418　　　　　　　　　　　01Q30

　　0、7796　　　　　　　　　　　0．6764　　　　　　　　　　　「O，1032

　　0．8879　　　　　・　　　　15141　　　　　　　　　　α3738

　　1．8197　　　　　　　　　　　1。4471　　　　　　　　　　　0、3726

　　1’8538　　　　　　　　　　1．4806　　　　　　　　　　03732

O，7128　　　　　　　　　　0．6772　　　　　　　　　　0．！356

0．7344　　　　　　　　　　（）．5886　　　　　’　　　　0二！458

0．7236　　　　　　　　　0。6329　　　　　　　　　011407

2．7210　　　　　　　　　2。1114　　　1　　　　　　06096

2，2444　　　　　　　　　　1・7・254　　　　　　　　　　　0，51’90　　　，

2．4827　　　　　　　　　　1．9184　　　　　　　　　　0．5643
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十万分の六
十

蟄化苫：土．

揖醐①1　α7327　．　。5876　　0．1451
　〃　（2）

帯・「　均

繰縣湯（1）

・ド〃（2）

1李　均

十万分の八
十

塩化苦土

黄繭湯（1）

　〃　（21

堅　　均
繰…繰湯（1）

　〃　（2）

李　　均

　　　障繭湯・（1）

．e”分の創”（2・

翫化瞥土

十万分の百
五十

化鰹土

一卜万分の二

百

ldk土

14　　均
繰綜湯（D
　・〃　（2）

雫　　均

炎繭湯（1）

　”　（2）

判u　　均

繰緻湯（1）

　〃　（2）

李　　均　　　　1
壷繭湯（1）

　〃　（2）

李　　均
繰細湯（1）

　〃　（2）

∫雫　　均

　0」8546　　　　　　　　　　0の6633　　　　　　　　　　0．19工3

’〇二7937　　　　　　　’　　“　0．6255　　　　　　’「　聖　「　O，1682

3．1888　　　　　　　　　　2．3390　　　　　　　　　　0。8498

：3．06。9　　　2，2456　　㌦018153

3．1249　　　　　　　　　　　2．2923　　　　　　　　　　　0」8326

1．OO50　　　　　　　　　　GS365　　　　　　　．　　　O，1685

0．802つ　　　　　　　　　　O．6375　　　　　　　　　　（），1645

（1．9035　　　　　　　　　　　〔）．7370　　　　　　　　　　　0．1665

31218　　　　　　　　　0，2651　　　　　　　　　e，8597

3．1462　　　　　　　　　2，2209　　　　　　　　　」0．9253

’3・1355　　　　　　　　　ト　2．2430　　　　　　　　　　・　〔、．8925

LI402　　　　　　　　　　　0L9424　　　　　　　～　　　，（㌦！978

0．1903　　　　　　　　．　　0，6925　　　　　　　　　　0，！97S

1．OI53　　　　　　　　　、　　O，8175　　　　　　　　　　　　0．1978

4．e4J9　　　　　　　　　2．8V68　　　　　　　　　1，1451　，

3．9863　　　　　　　嘔　　2。7915　　　　　　　　¶　乏1．！948　・

460141　　　　　　　　　　28442　　　　　　　　　　　L1700　　1、　・

駕

　L3984　　　　　　　　　デ　　1．1427　　　　　　　　・　　　0・2557

，　LO838　　　　　　　　　0．8666　　　　　　　　　0。2172

、　！r2411　　　　　　　　　　16〔〕047　　　　　　　　　　1．2365

　5．5591　　　　　　　　　　4．0224　　　　　　　　　　　L5367

　5層2680　　　　　　　　　　　3∠7516　　　　　　　　　　　‘’L5164

　5．4136　　　　　　　　　　3．8870　　　　　　　　　　’L5266

L5666　　　　　　　　　　　L2031　　　　　　　・　　，．（），3635

17340　　　　　　　　　　　13790　　　「　　　　　　　0．3550

1・6503　＿1・2911　　　σ3593
6，4225　　　　　　　　　4．4739　ご　　　　’　　　1．9486『

6・8300　　　　　　　　　　　4．8221　　　　　　　　’　t－2．0079　’　　　－

6．6263　　　　　　　　　’　4．6480　　　　’　　　　　　　1．9783　　，

1　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k’　　　　　・

　以．Eの結果によれば本擁に於ても共濃度の増加するど共に煮繭及1，

繰縣湯恥に溶解する有機物質量も増加じ從つて



辟

上田織紡導PPJ學校同窓會報第十一號　　　　　67

煮繭及繰練雨湯は其濃度を増すべし然し其堀加する程慶は櫨化石灰

砒して寡蒔珊め主十の巌1乞齢相類伽ら∴，”旧’』

　　　・ρ），繰1静置駿，∴、”　レ∴1，1，1．．　》

　　上記各種の櫨化譜土の溶液を作り交昔本乾繭を使用し繰緯謎験を

　行へぢ其結果次め如し。・　一　パ　　「昌　　1　滋　　・’」f　l

－wn @　　唱一’　一…昌　　・　髄　　　　　　　・一一

煮繭o温蜘

繍｛器鴛

総　口芋　閥（分♪

揚繭・数㈱
・残、繭欺㈱
緒綜、最（児）

「蝋　襯・鶯（瓦）

屑物合計重禦σ乙、

虫前　重　．量・毘）
　　　’　　　　　　　　　　ロ

塾ノ生」糸献（瓦・

翻識謝襯鷺，

俳試粒敷㈹　59
供試繭耀，ri：）二・46

　　ils∴聞c－〉）’11・1

　　　　　　96－・9B

韓纈鵜
解　　一好F

繊　度（4二，．，．｝

瀬　　’節q騒1）

強力調繊度（E＞

伸　，∴慶（働

‘ヒ縣水分（％）

緒稲水分疋％）

葡観水分吻

　40
76＝79

　51
　　0
　　tl．

1．，896

1．345

3214

！22・126

1！ρ85

1マ978

14．コ00

＿＿＿
@一温＿＿」ヒ　．」虻＿．＿＿峯一一　　＿　＿

十万　十万　十万　十万　十刀　十万　十万　十万　t卜万　十万

分の分の分の分の分め分の分の分の分の分の
五．　十　二十三十六十八十胃　百ξ…百畢二百

融継嘩錐灘鉾全・3懸ξ鱗1無骸，
14，00

」憾1

　3．57

18．60

10．53

　922

　753

　95　　　95　　　95　　　95　　　95　　　95　　　95　　　95　　　95　　　　95

　s　46「始a6・』46’i．46F4’6””46㌦6・・46・働妬

　’1ポIIO　8・レ謡L，ラ’8・10・1θ㌧12’嗣3
・駄89争て§96で、・駄ぎρ6r弱96・醜98す，9駄す・98てす呈8可9可

　40．38唱β辱　4°，一｝9　．4・1、39．38即13’9
70一　　7QF　　69r－、68－　　70－　　70－　　69－－　67』∴　　70－L　　’70－

　77　　　77　　　77　　　77　　　77　　　．78　　　78　　　78　　　　88　　　　8咀1

　50　・・　48　　　46　　　48　　　46　　　50　　　49　　　48　　　52　　　　52

　、0，　0　10　つ、　0　0　0　．1　0　　‘）

　、4444じ、，3，544，55L739，・1・698　1。594　　1．787、．1．783　L800　　1．750　L658　1．659　　L784

1・294　1096　1，215　　L405　1．391　1080　　L403　129奪｝　1，518　・1，399

3033Z・794．280932223」74a8803　1．532・9543・1773・183・

22．0532L80621902219多72L798，22．331221ζ921．ε4421，93822，040

11・8841214012ρ96珈441Z側工2」1412・104・1．2・1091230り1930

17．126，19．1681g，09．g．18，21718．524・1　7．7281862219．ilgI8．459　18．353

14．261　】5、17415，77415．18015，702王4．537148201513214199　13．765

輩搬障．‘1∴窺に比1』曝繰紳ll　’ぺ・　域t

、15・° ﾋ3！！375，，14・75145叫゜噂6313・7q1雛1頃鼻・ジ
　’石6　　　35　　　46　　　51　　’37　　　46　　　51　　　471’　52　　　　50

347．　351　356　 3，46　 359　 3．14　 375　3．16’　さi♂78　3．45

“a；qO’19・4018．00腰9⑩18尋0；2卿卿1920・U，£，60，　II・7・pO

1052　！0・51　1σ48　　1Q。52　10・67　1、σ71　　90・49・、1q・65．1P・53　　1b：64㌧

890　　9．57　　9、09　　L9．60’「9、唖8‘　1邑30　　9；331、β．78　コ9．79　　　8。33

、・・51、蜘・・ゴ1磁61t・り氏卿飾｝・・i。づ；縄！・89



68　　　　　上田欝繰寓門學険同窓會報第＋一盤

　生緯の色澤は十万分の三十より濃度を増加す醐威も亦粗硬εなる

荷繰綜上の結果より云ふ時は櫨化昔土の十万分の二十迄は蒸溜水を

以て繰縣しナこる傷合より梢良好にして十万分の三十じ到る時は解箭

も梢不良こなる然して此濃度に到る迄は生綜の品質上に於て何等不二

良なる点を見出す能はざるを以て十万勢の二十迄存在するも何等障

害を輿へざるなり。

　（b）硫酸苦土に關する實験

　　　く1）解野曲線、
　硫酸苦士の第二章に記せる蚤種の濃度の溶液を作り本乾繭又昔績

」に就きて禽験を行ひ次の如き結果魯得ナeb．但表中の薮字は該當煮

沸時間中に溶解したゐ窒素量の無水繭屑に樹する比を表はせ胱

供織の爾磯水辮雛融盆娠駿」蹴
海　溜　水1・，96％・495％・866％1・1・・％1・3°3％1・974％

駿硫苦土

十万分の五
十万分の十
十万分の二十

十万分・の三十

＋万分の六十

十万分の百
＋万分の百五十

十万分の二百

8．98　　　0°464　　　　0．619　　　　　1．208　　　　1．331　　　　、1．857

8．82　　　α463　　　0．757　　　　1，158　　　！31’1’　　　　L869

9．26　　　　0481　　　　0699　　　　　L118　　　　1398・　　　　　1．925

944　　　0560　　　0フ00　　　　0996　　　L260　　　　　1。836

932　　　　0575　　　　0，653　　　　　1．088　　　　L694　　　　　　L　949

13、00　　　0664　　　0．810　　　　　1．086　　　L360　　　　　L911

964　　　0．577　　　081玉　　　　　！，092　　　　1ξ…91　　　　　19覗゜8

882　　　0、541　　　0695　　　　0974　　　　1329　　　　　1908

　以上の継果1にまる時は硫酸霞上の携命に於て麟典溶液の濃度の如：

何に熟りて其繭の溶解度の上に影響を受くる事少く律つて某鐸箭曲

線も高低の差異甚だ寡く大羅亙に・一致せり㌧今共主要なる・曲線を暴ぐ

れば岡の即し。

　以上の結果より見る時は各濃度に於では繭暦の滲解度は殆ん琶冊

檬にして差異を見ざるなり。　、

　　　（2）煮繭湯及繰練湯沖の無機及有機物

　各試鹸紐に於て養繭湯1立繰綜湯4立供試繭本乾又昔95粒奨重二
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／

　゜’　　蛎　　 x　　　　　　・Si：嚇
量44，5琵を以て繰緯を行ひ其叢繭湯及繰綜湯中の無機及有機物質墨

の定量を行ひ次の動き結果を得たり。

”L溜㍊別需†一岬’…藺一…二ニジ3鋪

1；　1　　1　　．　；
J一卜州　　一一・一・・一一・v－…utS－一一一一…　　一　　一　“一一｝

一一一一 @　　　＿一　　一一一一一一　一＝＿一　　　　『　　　墜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 VH

供試液

蒸溜水

十万分の五

硫酸若土

1供試液り種類

煮　繭　湯

繰　紬　湯

撹繭湯（1）

　〃　（2）

亭　　均
繰紡湯（1ン

　〃　（2）

李　　均

十万の分十

硫酸苦土

障繭湯（1）

　・ク　（2）

李　　均
繰繍湯（1）

　〃　（乞）

悸　均
　　　　叢繭揚（1）
＋万分の二1”　（2）

十　　　　醇　　 均

一　　｝一　　『｝　門　　　一　　一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

全乾物鑓　全孝磯物質量　全無機物質黛

・09！17瓦　　　　　　　　　0・7893瓦　　　　　　　　　0」224瓦

1，5565　　　　　　　　　13131　　　　　　　　　02434

09941　　　　　　　　　　　08460　　　　　　　　　　　　0，148！

08177　　　　　　　　　　0．6975　　　　　　　　　　　σ．1202

09059　　　　　　　　　　07718　　　　　　　　　　01342

L8王40　　　　　　　　　」．52ε9　　　　　　　　　　02851

L6443　　　　　　　　　　13688　　　　　　　　　　02755

L7292　　　　　　　　　　14489　　　　　　　　　　02803

1・0090　　　　　　　　　　　0．8470　　　　　　　　　　　　01620

0．9238　　　　　　　　　　0，7725　　　　　　　　’　　0．1513

0．9664　　　　　　　　　　　08098　　　　　　　　　　　01567

1，7694　　　　　　　　　　　1．4566　　　　　　　　　　　03128

1．9040　　　　　　　　　　14307　　　　　　　　　　04733

L8367　　　　　　　　　　L4437　　　　　　　　　　03931

O、8375　　　　　　　　　　　（＞7025　　　　　　　　　　　0ユ350

1．0270　　　　　　　　　　0，8984　　　　　　　　　　　α1286

「Q．9323　　　　　　　　　　　0。8005　　　　　　　　　　　0．1318
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硫酸苦土

十万分の三
十

硫酸苦土

繰縣湯（D
　〃　（2）

‘’［i　　均

資繭、湯（1）

　〃　（2）

ヱF　　均

繰縣湯（エ）

　〃　（2）

lOP一　均
印　　　　　　　　　　　　　　　‘　’

＋万分の六
十

硫酸苦土

十万分の百

硫酸苦ニヒ

撹繭湯（1）

　〃　（2）

雫　　均
繰綜揚（王）

　ク　（2）

挙　　均・

嚢繭湯（1）

　〃，（2）

準　　均
1繰編湯（1）

　〃　（2）

亭　　均

十万分の百
五十

硫酸苦土

障繭湯（1）

十万分の二
百

　〃　（2）

叩　　均
繰縣湯（1）

　ク　（2）

2F　・均

煮繭湯（1）

　〃　（2）

1雫　　均

硫灘土瞬縣湯（1）「

　　　／ク（2）

2．2727　　　　　　　　　　　17767　　　　　　・　　　　04960

21148　　　　　　1．7321　　　　　　0β呂27

2、1938　　　　　　　　　　　1．754．4　　　　　　　　　　　04394

10640　　　　　　　　　　　09150　　　　　　　　　　zaO1490

10doo　　　　　　　　　　　o　8500　　　　　　　　　　　01500

10320　　　　　　　　　　　08825　　　　　　　　　　　01495

2．3160　　　　　　　　　　18338　　　　　　　　　　04822

21088　　　　　　1．6746　　　　　　0．4342

2．2124　　　　　　　　　　L7542　　　　　　　　　　04582

1．2063　　　　　　　　　　　　10230　h　　　　　　　　　　（j．1833　’

LO25・1　　　　　　　　　　0。9927　　石　　　　　　　　0．0324

1．II57　　　　　、　．　　LOG79　　　　　　　’　　01079　’

35240　　　　、　　　　　　27312　　　　　　　、　　　　07228

、　3．2556　　　　　　　　　　2，2064　　　『　　　　　　　104」92　　　　　　　　1

3．3898　　　　　　　　　　24688　　　　　　　　　　0．8860

L2940　　　　　　　　　　　1鴨0707　　　　　　　　　　　02233　’

12499　　　　　　　　　　　1．0449　　　　　　　　　　　　02050

L2720　　　　　　　　　　　1．0578　　・　　　　　　　　　0，2142

40914、　　　　　　　　31176　　　　　　　1　　　0．9738

4．0240　　　　　　　　　　　3．0377　　　　　　　　　　　0．9737

4曾0514　　　　　　　　　3．0777　　　　　　・　　09738

1．6258　　　　　　　　　　　」，3456　　　　　　　　　　　0∂2802

］．5211　　　　　　　　　　　L2507　　　　　　　　　　　　0働2704

L5735　　　　　　　　　　12982　　　「　　　　　　・02753

5ご4400　　　　　　　　．．　4．0954　　・　　　　　　　　　L3446

5湖」775　　　　　　　　　41574　　　　　　　　・13201

5．4588　　　　　　　　　4．1264　　　　Pt　，・　　1．3324，

1．3694　　　　　　　　　　　rlI49　　　　　　　　　　　0．2545

1．6ig7　　　　　　　　　　　L3063　　　　　　　　　　　　0．3134

14946　　　　　　　　　　　12106　　　　　　　　　層　02840

6・5！04　　　　　画　　　　49063　　　　　　　　　　1・6341，

6、7620　　　　　　　　　　5．1157　　　　　　　　　　　16463
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匪均　66512　5・・11・　164・・
　以上の結果より見る時は硫酸苦土の場含も其煮繭湯及繰綜湯中1：

溶解せる有機及無機物質の量は大艘に於て櫨化鋳土の場含ご大差な
し。

　　　（3）繰　糸糸　試験　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　上記せる各種の硫酸苫土の溶液を作り繰緯試瞼を行ひ次の如き結

果を得たり．侃し繭は本乾叉昔種を用ゐたり然して二頽1の實験結果

を季均して示せり。
．＿　　　　　　　　　’　　＿一　　＿蠕　　．H，＿＿＿．．＿，＿　　　一＿t－＿一曙漕脳詳一＿一一．＿＋＿，　

誠　験　匿

供試繭粒数（粒）

供試繭重箪（瓦）

翻∫時［ln（分）

蒸溜水

　・1温度（C）96…98

郷／監膿，，：8

糸慰　　口浄　　 flt’1（OJK）　　　5r

揚　繭　撒（箇）　　0

幾禰11藪（箇）一L51
緒ms量（瓦）／，1．72

硫　　　酸．　　苦　．＿一．．．；1：　＿　　＿
＋万　十万　＋万　＋万　一f一フ∫　＋万　＋万　十万　＋万
分の　分の　分の　分の　分の　分の　分の　分の　分の

蝋　槻　量（瓦ノ

Jil，物脅言1（瓦）

生　綜　景（瓦．

難蚕鷺欝

欝謝難錨
　　r　　　t分秒）

解　　　客予

類　　　節

繊　　’　度
　　　　「デ＝囲ル）
強力鋤繊慶（武）

ヨil　十　二十三十六十　百　磁…二百　千
　95　　　　95　　　　95　　　　95　　　　95　　　　95　　　　q5　　　　95　　　　95　　　　95

‘44，5　　　445　　4乳5　L　44．5　　44・5　　445　　r445　　44．5　　445　　　446

　11　デ　IQ　　　　8　　　　8　　　　9　　　　9　　　1Q　　　IO　　　I1　　　　13

　　　95－9895－9896－98q5－9895・・－6895－9895－9895－9呂　96－98

　　　　39　　　　4Q　　　s　37　　　　37　　　　38　　　　37　　　　32　　　　34　　　　　36

　　174－eO　74－7974－7975－80？5－8075－7975－7975－－79　76－－77

　　　　48　　　48　　　45　　　46　　　47　　　47　　　42　　　45　　　　49

　　　　　1　　0　　0　　Q　　O　辱O－0　　0　　0

　　1　4’L4　4　6　3・5　6　4　3
　　’1・831　1．78：1・761・8窪1・60・』1ε91・71ユ861・67
　134　　　143　　　1．24　　　1．42　　　1．4Q　　　1，46　　　153　　　164　　　1邑28　　　125

　3．06i　　326　　302　　3．18　　6，23　　3b6　　　342　　335　　3，14　　　292

　1330　　13，26　　13，43　　1337　　！3．25　　13、24　　12，74　　12．98　　1334　　1320

19，952Q　4。2α童521・6821・492α9920．66窪434・2騨22・OO

　　　　　　　　　ll5‘65　　　！6．56　　16．78　　17．83　　17．28　　16’90　　16，26　　18．54　　1Z78　　　16．16

　3．00　　　256　　，259　　2，46　　・2．48　　2．52　　2、54　　2．28　　2，33　　　2．44

　350　　　337　　334　　3．22　　3、28　　333　　3，41　　3謡4　　3．22　　　34臼

索緒良蒸溜水　　　　　　　　　　　　　　　　　撹熟
tl｝　i’ラF比シ　全左　全左　全左　全左　全左　全左　全左　穂還
ズ　　妊良　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル
　37　　　　47　　　41　　　56　　　40　　　　50　　　　38　　，28　　　4r　　　　5ユ

1375　　14．25　　14、25　　15．25　　13，75　　14，25　　13．75　　1400　　14．25　　13．25

　3．27　　　3．44　　337　　3．45　　3．64　　337　　313　　3，29　　336　　　3．47

　　［
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｛rl　　　廣（／の1　　。・，1，，

色　　　爆

鯛　　　感

墾加11P膿の
羅軌撒（％）

ムk紡水分（％）

緒輝水分（％）

蝋襯水分（％ノ

練　誠　最（タの

20，60

63

56

10、3S

lO。47

正920　　1980　　2LOO　　20．OO　　2Q　40　　2000　　1980　　2L40　　　19．40・

叢溜水　　　　　　梢濃　　　濃麿
欧差　全左　全左　度ヲ　全左　」触1全左　全左　全左
ナシ　　　　　　　増λ　　　　X
企左　全1，1　全／，｛　全左　全左　全左　全左　粗硬　全1・1

　63　　　　64　　　　64　　　　64　　　　64　　　　65　　　　64　　　　64　　　　　62

　57　　　　55　　　　57　　　　56　　　　55　　　　54　　　　54　　　　5L　　　　59

10．33　　10．42　　1040　　10．22　　10．42　　1C・，60　　1Q79　　10．72　　10，68

　984　　　955　　10，23　　1033　　1063　　IU58　　1522　　　　－　　　1018

9、7Q　　　g，09　　8．87　　8，39　　9．29　　9・59　　9．15　　9．38　　　－　　　 9．らQ

I8．08　　17．91　　：862　　1895　　18，79　　1847　　工8．96　　1847　　　　仙一　　】7，80

　1
　以上繰緯試験の結果による時は硫酸苦土の少鍛存在する時は解鎌

は穂良好こなる傾きあり然して共濃度増加するも解野の上には殆ん

ざ影響を見ざるなり此点は解衝嶺1線による解岱測定の場合の結果ご

一致せり。然し乍ら十万分の三十を超ゆる時は生織ま梢色澤を損す

る憂あるを以て此点を場て限度を求むれば十万分の三十を以て限界

ご爲すを適當なりご考へらる．爾ほ強力は十万分の三十を超ゆる時

は祓少する傾を表はす。　　　　　／t

　（の重顔酸苦土に關する實験　　　　　　　　h、／

　　　（1）解野曲線

　第二章に記せる重表酸苦土の各種の溶液を作b本乾繭又欝種に就

きて繭暦の可溶性窒素量の定景を行ひ訳の如き結果を得たり．但し

前の瘍合に於ける訓司檬の可溶性窒素量を無水繭層に樹する％を以

て示せり。

　　　 　　　＿　　　　　　　　Pt　　　　　　ぬ　　　　　　ロ　eva　　　　　＿r．＿　　　－　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　－“－－

鰍轍の礪康惣蕪響烹分ll黙累蒸噂議糊
蒸　瘤　水1896・・・・・・…66ee－ll・・％『1…3・1・974・

重炭酸
苦　　土

十万分・の0，五

十万分の一

十万分の二

十万分の三三

十万分の五

十万分の十

9．88　　　　　0．625　　　0．735　　　1．016　　　　　！．563　　　1．969

9，88　　　　　0．563　　　α891　　　1．344　　　　　董．798　　　2．017　．

9，98　　　　　0．657　　　0。938　　　．1．375　　　　　1．923　　　2．283

9．88　　　　　0672　　　0．954　　　　1．502　　　　　2。033　　　2－423

9。88　　　　　0．719　　　1．079　　　1，813　　　　2，188　　　3．OQ2

9．88　　　　　1．172　　　1．516　　　2．517　　　　3．173　　　3、549
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　　1禰・＝＋い・81・2351・6・73・・173・392・・…

以上の結果を曲線を以て示せば次の如し。

％

3

2

！

　鼻｛図　　　　　　調賜・・。。聖ζr’αOs？2

1鎌鰺舞惣　　　iジ
｛；7……一 u°∵…一｝す一一　一需……：ンぞ雪‘・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　1　　　；su　　　　　　・li，
＋一L．＿＿L．　＿．　　＿＿一＿一一一　鍔
　目　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　tat

i　　　l　　　トづ’　　　　i
　「l　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　l
　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

圏　　i　　　l　　　　　』　1　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

口　　　　1　　　　　！　　　　　　　　　　　1

一　　　　　　　一　　　幡鱒脚　曹鞠’”葡一闘一一アー鯛一胸【備一噂圃鯛願「・T、鴨一一・「一『一國丁

　、Y、Ze　コ』介　　が　・　　　騙ア

・以上の結果によれば董炭酸苦土は櫨化苦土及硫酸苫土ご異り繭暦

の溶解度を培加するこご著るしく少しく濃廉を増加する時はセリシ

ンは非常に溶解せらる5ものなり。　　　　　　’

　　　（2）煮繭湯及繰孫湯中の無機及有機物質量

　嚢繭湯1立繰緕湯4立を以て本乾繭叉晋を使用し繰緯試験を行ひ

其繰絡湯及煮繭湯rl・の全有機物質及無機物質量を定量し次の如き結

果を得たb。
　　「c　　－　－　－－　tt　　　　　　　－　　　’　　－　　　　　－　　’　’　　m゜－’tntT　り　　ht　’　　　　u－t　りttt　　　’　－　’　　　　　　tt　　　　　　’　ア　　

照副鰍液嚇剰蝋昏励全棚櫛t一全膿4勿蹴

＋万分の
○・五

炭酸苦土

彌湯（1）i・57・1　・・5121．。・58・
　ク　　（2）

李　　　均

繰縣湯（D
　ク　（2）

李　　・均

O．4984　　　　　　　　　　　0．4433　　　　　　　　　　　0iO「」51

0・5343　　　　　　　　　　0，4777　　　　　　　　　　Q，OS66

1，4854　　　　　　　　　　1．2611　　　　　　　　　　02243

1．6587　　　　　　　　　　1・4144　　　　　　　　　　0・2443

15721　　　　　　　　　　1・3378　　　　　　　　　　 0・2343



7・i　　　上田獄綜専Fr學校同窓會報第＋一號

十万分のWh

炭酸苦止

＋万分の二

炭酸苦土

十万分の五

炭酸苦土

十万分の十

炭酸苦土

十万分の二
十

炭酸警土

流繭湯（D
　ク　（2）

亭　　均

繰綿湯（1）

　ク　（2）

干　　均

嚢繭湯（1）

　ク　（2）

李　　均
繰縣湯（1）

　ク　（2）

ZF　　均

嚢繭湯（1）

　〃　（2）

．平　　均

纐縣湯（1）

　ク　（2）

李　　均

説繭湯（1）

　ク　（2）

軍　　均
級縣湯（1）

　〃　（2）

軍　　 均

撹繭湯（1）

　〃　（2）

耶　　 均

繰編湯（D
　ク　（2、

布　　均

0，5650　　　『　　　　　　e。5085　　　　　　　　　「O．0565

0．5999　　　　　　　　　　0．5318　　　・　　　　　、0・0681　・T

α5825　　　　　　　　　　0．5202　　　　　　　　　　0．0623

1・5172　　　　1　・　　　12836　　　　　　　　　　0，2336

L4909　　ら・∫　’　　　】，2361　　　　1　　　「　　0．2548

1、5041　1　　　　　　　　12599　　『　　　　　　　　0．244糞

0．5671　　　　　　　　　　0．5083　　　　　　　　　－　O、0588

0、6070　　　　　　　　　　　0．5415　　　　、　　　　　　O；6655

0，58％1　　　　　　　　　　0・5249　　　　L　　　　　　O。0622　　　　’

1・3750　　　1・1チ8各l　　O・2262，
1。4663　　　　　　　　　　　1．2392　　　　　　　　　㌧　O，2271

14207　　9「・・　　　　　ILI940　　　　　　　　　　0，2262

0・5255　　　　　　　　　　　Q・4706　　　　　　　　　　　Q嘔0549

0・5186　　　　　　　　　　0．4702　　　　　　　　　　0Q484

0．5221　　　　　　　　　　0．4704　　　　　　　　　　　0。0517

1．4591　　　　　、　　　　1・2149　．　　　　　　　　　，0・2442

1・6177　　　　　　　　　　　1．3790　”0．2387

L5384　　　　　　　　　1．2972　　　　　　　胃　，’O．24r5・f

0・4491　　　　　　　　　　’Q・3962　　　　　　　　　　　　0．0529『

0・459i　　　　　　　　　　O4069　　　　　’・　Il　　O：052’2

0．454て　　　　　　　、　FO・40！6　　　　　　　　　　0．0526　L

王・5751　　，　　　，　　　1・3047　　　　　　　　　　0・2704

1．4716　　　　　　　　　　　　1，2009　　　　　　　　’　　　d．4ブ07

1・5234・’h』 Pこ2528　’』　oL）7。6∴1・

0・4850　　　　　　　　　　　0・4180　　　　　　　　　1　0、0670

0・4797　　　　　　・　　　　O・4110　　　　　，　　、　　O，0687

0・4824　　　　　　　　　　04145　　　　　　　　　　0．0679

1．5434　　　　　　　　　　1．2059　　　　　　　　　　0．3375

1．6473　　　　　　　　　　　L2821　　　　　　　　　　　0．3652

1．5954　　　　　　　　　1，2440　　　　　　　　　0．3514

　繰綜湯及煮繭湯申の無機及有機物質量は硫酸苦土及櫨化苦土の瘍

合に比して著るしく少量なり殊に煮繭陽は前の傷合ヒ比して著るし

●



1

上冊盤綿専門學校同窓倉報鎮＋一噸駐　　　　デ5

く寡し是れ恐らくは其㍗部の原因は重炭酸蕃土の解督促進したる爲

めに煮繭及繰綜1時間を短縮せしめたるによる。爾此慶含に於ては櫨

類の濃度増加するに從ひ其溶解せる有機物質量は少しも増加を見ざ1

るなり。

　　　、・（3）繰綜試験・

1上記せる重炭雌苦土の各種の溶液を作り本乾繭叉昔を使用し繰縣

試験を行ひEliの如き結果を得だり．但し二回繰緯試験を反覆したる

結果を示貌

供訳液の種類

供試繭粒敬（粒）

供試繭重貴（瓦）

as繭o黙製1

繍｛蒙灘1

総L時　間（分）

揚　繭　撒（粒）

識溜水

　　95

　445
、　　11

96－98

　　40
74－一一79

51

0

幾　繭　数（粒）　　5
緒縣　童（瓦）

蝋　襯　 量（瓦）

贋物合計（瓦）

蝋　重　量（瓦）

生　縣　量（瓦）

星繊灘
　　　　　く瓦）

壽継聾慧欝

　　　　　（分秒ノ

解　　　宿デ

穎璽奈

1・72

1．34

3C6

24116

13．30

ユ9，95

　15ご65

　3。00’

　3。50

索緒良
好ナラ
ズ

　　0

　37

「　　電　　炭　　酸　・苦　　土
十万分　十万分　十万分　一十万分　十万分　十万分
迎Ω五a）・・一一　f・二　の五　の一ト　のニーf一

　　95　　　　　　　95　　　　　　　95　　　　　　　95　　　　　　　95　　　　　　　95

　445　　　　445　　　　　44，5　　　　44．5　　　　44．5　　　　445

，　　8　，丁　　　7　　　　　　6　　　4－5　　　　　　3　　　　　　3

95－98　　　94－98　　　95－97　　　94－一一t97　　　94－97　　　92＿97

　　36・・　　　38・　　　　37　　　　F　35　　　　　3う　　　　　　35

170－79　　69一㌘79　　69－77　　69－・78・　68－76　　66－－74，

　　44　　、　　　45　　　　　　43　　　　　　39　　　　　　38　　　　　　38

　　0　　　　0　　　　0　　　　1　　　0　　　　0

　　・5　　　　4　　　　4　　　　4　　　　4　　　　4

　1・70　1：83　t・80　1る6　168　11・82
　1・38　　　　　1・40　　　　　1・47　　　　　1。55　　　　　1．36　　　　　L40

　3・08　　　　323　　　　　3・27　　　　3，21　　　　3．04　　’　　3．22

23・65　　　　23・55　　　　23・93　　　　23・18　　　　23．90　　　24，09

12・9a　12・80　12．95　12．70　1鋤　13．。5

21・46　　　　2e・21　．　　21・OO　　　　2L77　　　　23．30　　　　22，37

17．70　　　1706　　　　18．00　　　19．50　　　20，54　　　20，60

　2．46　　　　2，58　　　　2．52　　　　2、46　　　　241　　　　2．41

3・23　331　3．19　3．。4、2：55　2．55

莇全左彊舞全、藻騨謬
　　　　　　　　　　　良　　　　　　ク不良
　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　1　　　　1卜

　37　　　　　43　　　　　　54　　　　　　43　　　　　47　　　　　31



’

ケ6　　　　　上田獄綜専門學校同窓會報鎮＋一號

孝戯　　　J2r：　（4＝一，＿Jt，）　　13．75　　　14。15　　　　1500　　　　1425　　　　｝3．60　　　　｝350　　　　14・00

強力繊度　　327　3．’0　340　　3．02　3　04　3128　3．」8
伸　　度　　20・6　2。・0　21・6　1多・6　19・4　1’9，t　1・4・6・

　色澤及醐威は各椰の濃度に於て殆んど差異を認め「札

　以上繰綜試験の結果に見る時は重炭酸苔士の場合には十万分の五

を超ゆる時は繰孫に際してズノレ箪》多く生じ繰綜上梢銀難を來海す

強力及色澤の上には差異を認めざるも伸度は液の濃度嗜加するに從、

ひ職少する傾爾・り1購lli｝雛よ伝ふ団売分の五を輝晦1ま

普通の温度t：於ては繭暦の溶解度過多にして繰緯上良好ならざる事

を示せり之れを以て十万分の五を以て限度ミするを適當なb蓬思考

す之より以下の濃度に於てば存在せる方却つて良好なる結果を示せ

り。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　第瓦章　石〃1塘及苦土塘の混在せる場合

　櫨化石茨ご硫酸石次ミを訳に示せる如き割合に混合し種々なる濃

度の液を作り前記の法によりて實験を試みたり。

　（の騨化石茨及硫酸苫土を等量に混じたる瘍合

　櫨化石灰及硫酸苦土を教の如き罰合に混合せb．lb

、櫨化石灰1硫酸苦・・」齢液・澱
2・5／loqoOO

5／IOOOOO

10／100QOO

20〆100000

3°71°°°°要〆轡

（1）解衝曲線

・．5／、。。。。。　1　・・1。。。。

　　5／ioOOOO

　　エ0／】00000

－　　　　20／100000

　　30／IOOOOO

　／　0

10／IOOOOO

2t¥・1Q。000

40／100000

60／100⑪OO

　本乾繭青熟を使用し⊥記せる各種の濃度の液を使用し溶解度を測、

定し次の如き結果を得たb。

｝灘澱厩頭｝一 u炉麟「7蕩「婁分薯「養噂『『』夢駆
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擁化石灰

硫酸石灰

等彙混合

十万分のFi

十万分の十

十万分の二十

＋万分の四十

十万分の六十

　％　　　　　　　　％　　　　　　　　％　　　　　　　％　　　　　　　　％
O。68　　　　　　0，87　　　　　　　1．08　　　　　　1．63　　　　　　　2鴨08

0．68　　　　　　0．88　　　　　　　L20　　　　　　L64　　　　　　　2’09

0，7工　　　　　　091　　　　　・　1．諺O　　　　　　I67　　　　　　　2り11

072　　　　　　0．93　　　　　　　1．3！　　　　　　1．70　　　　　　　2．18

0，64　　　　　　0．72　　　　　　　LO8　　　　　　L58　　　　　　190

侃し以上の駁字は無水繭履に封する溶鰐窒素量を表はせり。

以上の結果を曲線を以て示せば次の如し，

　以上の結果より見る時は各種の溶液に樹する繭暦の溶解度は其差

異徐り著るしからざるなり．然し十万分の四十迄は解箭曲線は次第

に上昇し之より濃度増加する時は溶解度は減少すべし夫故に溶解度

の上より限界を求むる時は十万分の四十を以て限度こするを適當な

6ご考へらる。

　　　（2）煮繭湯及繰綜湯中の無機及有機物質量

本乾青熟種を原料Sして繰練試験を行へり各試瞼に劃し各100粒

を以て煮繭及繰縣を行へり．然して嚢繭湯は1000蝿繰綜湯は4000蝿

を使用せり嚢繭及繰綜後其液中に溶解せる有機及無機物質量を定量

し弐の如き結果を得陀り　，，
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　・戸一　　　　　　L．！：≡一一一一一一t　－一　一一一一一　＿一＿＿＿一＿　　　　　　　　＿＿一　＿＿＿，　　　　　＿　t＿＿　＿＿　　　　　　　　　　　　一

供試液1穆麩液の種竺．i　馨液繕　　勢寒雛　全乾物量　　有痴易壷量　91繭物質蚕

a／狽戟c奨繭陽1（1）1　　　　－一：’：’一；　　　　　　　『層一畠　、　　－　　1’

蒸溜・水

　　　亀

　　　塵

　t　．、

　　　［

十万分’の

こ二十

櫨1切灰

硫酸管土

　　　〃　　（2）

？’

Pミ　　9’J

景彙　紙　重易　（1、

　　　〃　1（2）

ユ1ミ　　　均

　　　　　　　　　撹繭湯（1）

‡万分の　〃（・）

　　　　　　　　　第　　　均
櫨化石灰
　　　　　　　　　繰紙揚（1）
硫酸好土
　　　　　　　　　　　　〃　　（2）

　　　　　　　　軍　　　均

1000　』550　04714　0436ザ’t』0．0き45’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ1°°° @r7・　・：4458　卿99’1「・・。359
4000　　　　3370　　　　　1．4980　　　　　！．2807　’　　　10．2173

4000、　　　3560　　　　，，L6367　　　1　1．4工43　　・　　0．を2119

4090冒ド3舶5＿L567を、、，13475・、0・？lg6

1000　575　0・5353　α4652　，0．0701
1…　599・．；．．・56・7　Q・49強8凶lb…碁9

1000　583噛層6為ち2ぴ『104795，00725
4・。・　34Q。…2・04王7…．、Lβ88ユ・』．。・3536．

4000　　　　3340　　　　　2．0174　　　』　1ち734・1　　　0．3440

4°・・　337。　2。296”1，晦”1・．34＆8

壷側繭‘胞湯㍗（1》・一．

　　　　　　　　　　　　　　　　’

・　〃　　（2）

2tl　　　均

繰綜揚（1）

　　　’〃　天2）

軍　　　　均

　　　　　　　，：．軍繭接｝（1）’

茜猶の、ク．（・）

盛化石灰　珂ミ　ハ　均tz

硫酸喪ヨニ・繰』編渤（1）

　　　　　　、　　　　　ク　　・　1｝（2）

　　　　　　　　ユF“・　、・　　ψ勾・：

一卜万分の

六十

櫨化石灰

硫酸苦」二

嚢　1繭馬　湯歩　（1）

　　　〃　　（2）

1｛ミ　　　均

・即99，・、、，60・10・6444　・・5448レ・・0999

1000…論歯∫9，5a44　0．5064　。，0780

1°°Q　600’0・叙。・．．0・5256　00888
　　4000　－　　3460　　・　　2・3874　　・　　『r：s631　　　－・0，・5293

　　4000　　　　3420，　　　2・3803　　　　11。8058　　　も105745

4000　3440：　23839　1832。　05519

「。00『600　i、｛。・62。d：；。，526ア　．0・099’3

　1000　　　　600　　　　0・6012　　　　σ4983　　　　0．1029

　1000　　　　　600　　　　　0，6106　　　　置「0。5095　tt　痛　0．10！1

140。0噛、361Q．2．4Sb2　1，8。47旨6．6ブ85ぎ1

40。°　34QO　．2・4782，　岬47　。岬6

岬0　3505＼2・48。7　』7946　．σ6ε61・・、

繋蓼∴劉灘難．鍔ll、羅認羅1，

　　1000　　　　　580　　　　　0・7360　　　　　05353　　』　　α2007　　　・

　　1000．　　　540　　　　、Q・7326，1　．　　05383　　　　　0，1937

，三〇〇σ56。　07§4♂　05368・℃．1972

嚢藤鵬及繰孫湯中の有機即ξ機物黙認照一な礁類の務合ご溌
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本乾繭を以ズ繰綜就験を：行ひ次の如き結果を得たり，IRし次の蜜験

結果は二回實験せる結果の李均を表はせり。　　5．　　．　』・l　I、

合せる瘍合ご大なる差異を認めざるなり。　　　　1

　　，（3）繰縣試験概　　・　　　　　『
駒記の櫨化石徽硫際土の混徽の各種の灘の綜して翻

俳試水種類

供試繭粒敬（粒）
’供試噛繭童量（瓦，

蠣灘間・
　　　　　　　f　　　
編謝装：繍絆・

　　・　　’　　紛秒

解　　…，好．

．嘩論盤灘1

繰獅∫時開（分）

　　　し温炭（c）
　総　　暗　　閥（分秒《

　揚　　繭　　敬（魍

　残　　繭　数（粒）

、緒　　懸　　掛（瓦）

　蜥　襯　 畢（瓦）
　屑　　物　　合，計（瓦）

　蝋　　重　燈（瓦）

　虫　　縣一驚（瓦）

封一時間謝繰線時間

顯㌔・’ttt R個）
繊　　　　　　　慶　　（e二＿，レ

弧力・繊度（瓦）

仲　　　　度〆％）

色　　　澤

蒸溜永．
　　　＋渉分の’．＋万分の』・＋万分op，士万分の：，

1∴一蟄化石灰硫酸苦土・混冷

十．　　こ：十　　　四十　　　六十　　’
　　　へ・　　　h　　，、卜冒　一　　　　㎜　tti『　　f．、㌧・『
　　1dO　　　　　　103　　　100　　　100　　　100・
　　妬；｛　44　骨44　、・’－44・1－、44・

　6・OO・　・薦㌧6。0：：一，5、1βぞ，　445望．
94－96‘g千一98，　94T，9，8　94π98一一94－・・98・；．

　37£°　363・ヨβ53・、。33・。9　，3色30呂
78－79　　　　80－81　　『　　8Q－81　　　　　79780　　　　　80－82

　43．00　　　　　、42，15　L　1　　L4130　　　ttI　381ら　　　∵　　『41’．15‘

ド0：凸0・∵　　OI　ズ0・・溶㌔9幽
　　5　　4　 °4　’、．・4　，　4
　1・0827　　　　　09827　　　　　　0．8494ヒ　　　　O、913g　　　　　Q8514

　1・3600　　　　　　1コδ50　　　　　　　・1．2613　t・　I　h’1．1783噛　　　　　・1．1933’

　242　　、　　Z140　　　　　21107・　　　　2・0922　　　　　　2！＃47．

　2279　　　　　　22．66　　　　　22，4930　　　　　22．5179　　　　　　22，29

　14．87　　　　　　！550　　　　　　　15．71　　　　　　15．66、　　　　　　1557

　24・11　　・　　2548　　　　　　26，55　　　　　　28．47　，　　，，　25β9

　20・75　　　　　　2201　　　　　　2271　｝　　　　2456　　　　　　　2264

　2・29　　　　　　2・15　　　　　　　2．16　　　　　　　2ρq　　　　　　　221

　2・53　　　　　　　244　　　　　　　2、38　　　　　　　227　　　　　　　2．39

牌騨　　　　　　不徽・ル
暦ヅル附租良好　　全左　、，　TTF’大ηレ差・命灘
上ル　　　　　　　　　支ナシ　’　唱
　　33、‘　　　　L29　　’．『0　　49　・＼　　　t　セ7♂　　・　　　「“ユ8　　「

　14・13　　　　　　14・OO　　　　　　14・00　　　　　～　13．80　　　・、　　14；50f・，　L

　3．86　　　　　　404　　　　　　3．97　　・　　　　3」64　　　　　・　3、59　　・

20・38　　Zl．7、　20・8　　2G・7　　20，3・

全友　全左轡度ヲ　全左
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繍幾．麗IBIμ1難　ll　：：

感鯛＿「全左杢左…全左全左
生綿水分（％）lo538　1049　 1｛i．40　 10．46　　1G26
　　　　　　　　922　　　　　　．8146　　　　　　　7．73　　　　　　　8．02　　　　　　　762緒緬水骨（％）
山薗襯水分（％）』53　、，46　727　785　754、

　以上の結果により見るU’きは混合液の濃度十万分の二十迄は蒸溜

水の塀合より解傅爾良好にして其他の点に於て殆んど差異を認め舎

十万分の四十に至るSき砿生綜の色澤の濃度を壇加す解野め点に於

ては十万分の六十に至るも著るしき差異を認めざるも生縣の色澤の

点よb十万分の二十を以て限界こなすを適常なりS考へらる強ヵ及

伸度に至bては軍濁の櫨類のみの蠣合£大差を認めすご雄も櫨化石

茨の蕩合に比して伸度梢勝れり。

　（b）盤化石荻及硫酸苦土が相異れる割合に混合したる瘍含

　鷺化石茨及硫酸苦土を次の如き割合に混合し種々なる溶液を作り

前記ご岡楼なる實験を行へ’り。

混合液糠陣価灰・齢　轍翫の割合／齢液・澱
第　　一　　a

第　　一　　b

第　　ご　　a

第　　二　　b

第　　畿　　a

第　　三　　b

1　　　　　　　　島　　5

5　　　　　　　　　　　　1

1　　　　　　　　　　　5

5　　　　　　　　　　　1

1　　　　　　　　　　　5

5　　　　　　　　　　　　1

＋万分の二＋

十万分の二十

＋刀’分の四＋

十万分の四十，

“i’rh”分の六十

十万分の大一ド

　　　（1）・解箭曲線囲　　　　　　　　　　’
　本乾繭青熟種を使用し前記せる各椰の濃度の液につき解寄曲線を

求め次の如き結果を得たb．・但し無水繭履に劉する溶解性窒素量の

百分率を以て示せり。　　　　　　　　　　　　　　　　．　ぐ
一一」　　　　＿　　　　　＿＿＿．＿．＿，V＿＿　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“H　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

供試液
ﾋ分羅菱分舞芸分暴憂時親嚢時親

蒸溜水1・・67　・・9　1・・8　1…　！・9・
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第　　一　　a

第　　一’　b

第　　二　　a

第　　二　　b

第　　三　　a

第　豆　．b

0，7！　　　　　　O．75　　　　　　1．28　　　　　　180　　　　　　2．（、3

0，70　　　　　　　075　　　　　　　120　　　　　　　1．47　　　　　　　2．02

0，61　　　　　　　0‘8后　　　　　　　王kl7　　　1　　　1．38　　　　　　　L91’

0．61　　　　　　　0，81　　　　　　　103　　　　　　　　138　　　　　　　　L82

058　　　　　　074　　　　　　1．15　　　　　』　15！　　　　　　L85

　　　　　　　　　　
052　　　　　　0．74　　　　　　　Lっ9　　　　　　　158　　　馳　　1．82

以上の結果を曲線を以て示せば圖の如し

3

、2

／，

0

弗九‘珂　　　　　　　　　　　　　丁　　　．・　　　一
　．捷化石灰、疏鮫績ム混合　∵．

，．
Dア脚「　　i＼．・　　　1
＿＿2弟一h．一一一一……→一一…・…一……　　一…，i
’ド　　　　　，　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　，　1　、1　　　　　　・i
㌧il　　I　　　l　　・　　　1
十十・一一r…「㎜…騙’ヒ………’…一…胴“’一… P
　。　「　l　　　　l　　　　　　　　　l

iil・i　　i　　　　；
s！。　　　♂・分　　　　r　　　　　　　　，　　πθ棚

％

3

2

ノ

o

　弟＋図
…・ q化石灰蔽散告ム混合

　　憂㌃二：　　　　受掲・・
　　sPt　Pt　4　　　．　　　　　　　　　　　　．　　　　1

…∵bG　’”……R』…㌘｝……員鱒黍
　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

日　　・l　　　v　　　　　　　l
搾“、「’　ザ滞・一“一“1

ロ　　　ー　　　　　1　　　・　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ5！0　　　　30分I　　　　z　、　　　　　　　　　　　π酵岬

以上の曲線の結果より見る時は之等の曲線間には大なる差異を見
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出す億はざるなり。只十万分の六十の瘍合には他に比して其曲線梢

低位にあり然しながら何れの璃合に於ても魎化石灰及硫酸苦土の比

の異れるによbて實験範圏内に於ては顯著なる差異を認めざるなり

　　　（2）嚢繭湯及繰綜湯中の有機及無機物質量

　青熟種本乾繭100粒．共重量44屍につき煮繭湯1立繰綜湯4立を

使用し繰綜試験を行ひ其煮繭湯及繰縣湯中の無機及有機物質量を定

量し次の如き結果を得たり、
一　　　　　　　醐開　　　＿＿＿一＿＿．　　　　＿＿＿．＿．＿＿．＿＿．　　　　　　一＿＿＿

遡刺鰍灘類際鷲瑳雛難物・・額灘』譲騨

第一一a

第一b

第二a

第＝b

嚢繭湯（1）

　ク　（2ノ

挙　　均
’繰繍湯（1）

　グ　（2）

雫　　均

撹繭湯（1）

　〃　（2）

・Zls　　均

繰紡湯（1）

　〃　（2）

不　　　均

嚢繭湯（1）

　〃　（2）

聯　　　均

繰続湯（1）

　〃　（2）

耶　　　均

嚢繭湯（1）

　ク　（2）

布　　　均

繰綜湯（1）

　〃　（2）

1000立毛　　　　595～疑…　　　06QO9流　　　「0．4796瓦　　　　0．1213瓦

1000　　　　　630　　　　　0．5197　　　　　04120　　　　　0，1077

1000　　　　　613　　　　　05603　　　　　04458　　　　　0．1工45

4000　　　　3500　　　　　19775　　　　　1・5001　　　　Q4774

4000　　　　3580　　　　　2．2088　　　　　1．7148　　　　　04．940

4000　　　　3540　　　　　2．0932　　　　　1．6075　　　　　0．4857

1000　　　　　　600　　　　　　0，6126　　　　　　0・5016’・　　　　QJ110

1000　　　　600　　　　06223　　　　05010　　　　0孔1213

1QOO　　　　　　600　　　　　　066！75　　　　　　0，5013　　　　　　0，1162

4000　　　　3540　　　　　2，3156　　　　　L7634　　　’　α5522

4000　　　　3520　　！　　2．3507　　　　　1，7221　　　　　0．6286

4000　　　　353〔｝　　　　　2．3332　　　　　17429　　　　　0，5904

1000　　　　　570　　　　　0．5962　　　　　0．4Z20　　　　　01242

1000　　　　　6ユ0　　　　　06429　　　　　0．49’17　　　　　0，1512

10Qつ　　　　　590　　　　　0、6196　　　　　04819　　　　　0．1377

4000　　　　3650　　　　　27995　　　　　20987　　　　　0．70e8

4000　　　　3540　　　　　2．5965　　　　　L8213　　　　　0．7752

4。00　3595　2，6980、1．96。0　0お80

1000　　　　　565　　　　　0．7215　　　　　05929　　　　　0，1286

1GOO　　　　　575　　　　　0・7412　　　　　0・6！44　　　　　ρ・1二268

1000　　　　　570　　　　　0．7314　　　　　σ6037　　　　　0，L277

4000　　　　3610　　　　　Z8591　　　’　20757　　　　　07834

4000　　　・3565　　　　　2．8293　　　，　　2，0480　　　　　0，7813
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陸均1…。35882・・4422・・619・・s24

第：一：u

第三わ

賞繭湯（1）t

　〃　　（2）

フls　　　均

繰綿湯（1）

　〃　　（2）

ヱF　　　均

瀕繭湯（1）

　ク　　（2）

コF　　　均

繰縣湯（1）

　〃　　（2）

雫　　　均

1000　　　　　570　　　　　0912Q　　　　　O．6270　　　　　0，2850

1QOO　　t4　5SO　　　　O“9512　　　　06369　　　　0，3143

1000　　　　575　　　　0．9316　　　　Q6320　　　　0・2997・

40AO　　　　3530　　　’　4．6419　　　　　2．4216　　　　　2、2．203

4000　　　　3530　　　　　4．4426　　　　　25760　　　　　18726

4000　　　　3530　　　　　45453　　　　　2．4988　　　　　20465

1000　　　　　　560　　　　　　0．8036　　　　　　0」5976　　　　　　0．2060　‘

leOQ　　　　　　570　　　　　　0．8王39　　　　　　0・5665　　　　　　0・2474

1000　　　　　565　　　　　0．8088　　　　　0．5821　　　　　0．2267

4000　　　　3510　　　　　3。8223　　　　　2．2363　　　　　1、5ε60

4000　　　　3665　　　　　3．7639　　　　　2．1057　　　　　L7482

4000　　　　3588　　　　　3，7931　　　　2．1260　　　　　16671

　以上の結果より見る時は鰹化石茨及硫酸苦上の劉合を異にして混

合したる場合に於ても其濃度の聡加する窮合には煮繭及繰緯湯中に

溶解する有機及無機成分を増加する事は前の蠣合ご岡機なり・．然し

て其増加する捌合は同濃度に於ては硫酸苦土に射して遜化石茨の±霞

加せる場合の方常に多し。

　次の各供試液を使用し把る塩合の煮繭湯及繰綜湯の色の磯度を前

比色法を癒用して測定したる結果を器ぐ。

供脚夜の騨　灘の激【1供灘の鵬瀧の謙

第一・ o憲雛　lll度

第一 ?蛯P乙：1

第二・ o欝　粥

第二・ o講　ll：磐

第三a∫嚢繭湯　　 2α8
　　　　し糸桑　縣　湯　　　　　　　17・2

鑓・ o繍　2翌

　以上の結果より見る時は煮繭湯に於ては鰹類の濃度増加するに從

ひて莫色の濃度を増加するも繰締陽に於ては署るじき差異を認めす

然して同じ幽類の濃度の同一なる霧合に於ては疏酸醤土に甥して蜷
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化石茨の割合の壇加せる方煮繭湯の濃度常に濃厚なり。　．

　　　（3）繰綜試験
1前記せるcr　1・li：の濃度の溶液を使用し青熟種の本乾繭を使用し繰緯

試験を行ひ次の如き結果を得たり，但し二回繰綜試験を行ひたる李

均結果を次に示す。　　　’

供試測翻水陣一・第二・第＝・L第二・鱒第三・

供訟繭粒数（粒）

供試繭輩量（瓦）

魏盤鵬
繰緻｛窯黙1

総　時　間（分）

揚　繭’数（粒）

幾　繭　撒（粒

緒　統　量（瓦）

蝋　襯　彙（瓦ノ

珊物・合計（瓦）

蜘　電．蝋瓦）

生　綜　景（瓦ノ

総驚藩
　　　　　分秒
解　　　禽予

類　　　節（箇）

繊　，乳。
強力劉繊嵐武．

伸　　　嵐％ゴ

色　　　澤

感　　　酪蜀

　IOD

　44
　6．00

94－96

3700

78二79

43．00

　0
　5
1．08

1．35

2。43

2279

14、87

24．11

20．75

2，29

2．53

普通袈i錠

となり上
聯ヅル節
揚る

　33
1413

3．E6

20．30

　100・　100　　1eQ　　100　　ユ00　　100
　　44　　　　，44　　　　　44　　　　　44　　　　　44　　　　　44

　530　　　6．｛〕0　　　5亀00　　　 6．00　　　5」5　　　6・⑪0

94－98　　94－98　　94－98．　94－－98　　94－98　　94一二」98

　35．00　　　　34．00　　　　33．30　　　　3400　　　　3430　　　　35．30

79－80　　　79－81　　　80：一一81　　　80騨一一81　　　80－81　　　80－82

4（）．30　　　　40．00　　　　38．30　　　　40．00　　　　39．45　　　　41曹30

　　0　　　0　　　0　　　　0　　　0　　　　1

　　3　　　　5　　　　4　　　　4　　　　4　　　　4

　L10　　　　0．80　　　　　087　　　　　0、94　　　　0，95　　　　　0●84

　L32　　　　　1．29　　　　　L29　’　　　L45　　　　　1625　　　　　1．26

　2．42　　　　2，09　　　　2．16　　　　「239　　　　2，20　　　　　ZIO

22．18　　　2Z　30　　　23，21　　　・2235　　1　22．52　　’・23．12

15．37　　　　15．35　　　　15，56　　　　15，49　　　　ユ5，27　　　　15．33

2635　　　　27．02　　　　27．86　　　　27．33　　　　26．56　　　　25，91

22．77　　　23．02　　　　24．25　　　　2324　　　23，05　　　　22．16

　2．17　　　　2．13　　　　209　　　　　2．12　　　　2，16　　　　2．！9

　2．37　　　　2．36　　　　　2．28　　　　　2，35　　　　　226　　　　　2♂42

蘭粗　、　　　　　前者よ　前者よ　前者よ
蹄浪　 全左　　全左　　リ村杯　リ稽良　り稽不
好．　　　　　　　　良　　　好　　　良
　　　　　　　　　　　　　　　　　「di、　　9　　　　　　29　　　　　　20　　　　　　27　　　　　　31　　　　　　28

14．15　　　　14．00　　　　1425　　　　14，25　　，　14．20　　　　1400a9

　3．89　　　　389　　　　3．99　　　　　369　　　　39正趨　　　3．86

21．20　　　　2110　　　　21，50　　　　2090　　　　2（），90　　　　18．70

離と全左1全左馨灘色全tE“飾
藩藻と　　全左　　　全左　　Fi・s粗硬　　全左　　粗硬
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ノ1三藩糸水分（％）　IO　53

緒繍水分L％）　9．22
虫廓　羅塞舞　水　5Js（％）　　　7．53

羅耀濃鵡；：

10，86　　　　1078　　　　1081　　　　10。93　　　　1α93　　　　工O，89

7，00　　　　6」5　　　　8亀50　　　　　7．27　　　　727　　　　652

8．5：｝　　　　　7．96　　　　　1”25　　　　　　8，01　　　　　8．OI　　　　　8、IQ

　85　　　　　　85　　　　　　66　　　　　　77　　　　　　66　　　　　　65

　70　　　　　　70　　　　　　71　　　　　　70　　　　　　70　　　　　　71

　以上繰懸試瞼の結果より見る時は乱匹即擁化石茨1に封し硫酸苦

土5の割合に混じたる鵬合はb随脚櫨化石灰6に謝し硫酸苦土1な

る傷合より一一般に良好なり。師蠣化石茨の増加せる方硫酸苦土の培

加せる蕩合よら繰練上に影響を及ぼす事大なりaの霧合帥檀化石茨

1に封し硫酸苦L5の蠣合に於ては十万分の四子泡は解鎌は蒸溜水

の場含より却つて良好なり強力及伸度も十万分の四十迄は蒸溜水の

場合に比して劣らざるな．り．生綜の色澤は十万分の六十に到りて濃

度を増し赤偶色を帯ぷbの場合即鰹化石茨5に鍋して硫酸苦土1の

揚合に於ては十万分の四十迄は解箭良好なるも生綜は已に赤褐色の

色調を帯ぶるに到り鯛戚は粗硬εなる強力及伸度もaの場合に比し

て小なり之を以てbの場合に於ては其鯉類の濃度十万分の二十を以

・て限度こなすを以て適當なbご考〈らる＞iなり．帥櫨化石茨が硫酸

苦士に蜀して1樹5なる割舎をなす揚合には十万分の四〇の濃度を

以て限度tsrなし櫨化石灰が硫酸苦土に樹し・5：1の比なる場合には十

万分の二〇を以て限度ε爲すを以て適當なりざ考慮せらるtsなb．

然し繭暦の溶解度の上よb考ふる時は櫨化石荻が硫酸苦土に封して

⊥：5のSi］A．の場合に於ても十万分の二十を越ゆる縛は巳に其セリシ

ンの溶解度を梢賊少しつ・あるを以て此点より考ふる時は十万分の

二十を以℃限界こせる方佳良なる様に考へらる5も其賊少せる度僅

少にして繰緯上には尚影響を及ぼさ5“るなり此点を考慮して十万分

の二十ご十万分の四十この中間の点十万分の三十を以て限界ご爲す

方適當ならんか。

第六章　結　　論

以上詳細に叙述したる事項を総据して論結する時は次の如じ
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　　　Cl）石灰及欝土の櫨化物及硫酸櫨は何れも一定の1農度に到る

迄は繭暦のセリシンの溶解度は増加するも此限界を越ゆる時は溶解

度は次第に戯少し遽に繭の郷好は不良こなり繰緯湯中1こ蜥膿其他よ

tp浸斑せらる、物質も増加し生締の品1質も障害を受くるに到るもの

なう爾種の鞭類の混存し居る蕩舎も大俸に於て同襟なり。石茨及苦

土の重炭酷鰹は鰹化物及硫酸鯉に比して大に其趣を異にし粟濃度を

少しく増加ずるもセリシンの溶解度は著しく増加し繰練に際してヅ

ル飾を生じ縛廷練困難～εなる（ミし。　・

　　　（2）　「紹疑　イ七　石　y，疋

　　　　　　　　　　騨化石茨は共濃度十万勢の五より十万券の二十迄の間IZ於ては繭

暦セリシンの溶解度に影響する二ご著るしからすざ錐も十万秀の二

十迄は溶解度は梢塀加し從つて繭の解簿は良好こなるなり．生緯の

品質1灘膿度に於ては影響を認めざるも之より濃度堀加する階はセ

リシンの溶解度は次第に鐡少し強力及伸度も共に減少するも2）なり

十万分2）三十を越VZる時は生練は淡き黄赤色の色調を帯び戚鯛は十

万分の二十に於ても巳に鞘粗硬teなり抱合も亦よろしかちすこれよ

り濃度増加する場合には生綜の品質は益々不良こなるなb。

　　　（3）硫酸石茨

　本麹に於ては實験したる十万牙の五より十万分の百に到る濃度に

於ては繭暦のセリシンの溶解度に及ぼす影響著るしからざるなり．

然し本璽璽に於ても十万分の十乃至二十迄は繭履のセリシソの濃解度

は増加すべし生緯の戚燭は一般に梢粗硬なり色澤は一般に微弱なる

罰色を帯ぶるも十万分の三十迄は著るしからざるなb之により濃度

増加するに從ひて其着色の濃度を増加す。　　　　　　　’

　　　（4）重炭酸石茨

　本癩にありては其濃度少しく増加するも繭暦のセリシンの溶解度

を著るしく増加するものにして十万分の十の濃度に於て怯セIJシシ

の溶解度繰繍：鼓も適嘗にして從つて繭の解傍良好なりこれより櫨

類の濃度増加し十万分の三十に達する時はセ．yシンの溶解度は適度

を過ぎ嚢繭及繰緯時間短縮するもヅル節を生するにi到る．蒲して生
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縣の色澤は次第に濃厚こなb強力及伸度も獄少すべし之等の点より

本樋の濃度は用水中に於ては十万分の二十を以て限度ご爲すを適常

　な1）ご思考せらるるなlp。

　　　（5）炭酸石次
　本4窺は水に於ける溶解度非常に小なり常温に於て｝ま十万分の一に

過ぎざるなb。然して十万分の一の濃度に於ては繰緯上に何等影響

　を認めざるを以て普通製締用水中に含有せらるる程度に於ては殆ん

　ど繰縁，上に其影響を認めざるなり。　　　　　　　　　、

　　　（6）　｛罐　イ｛二　苦　土

　本盛は其濃度十万｛分の五より十万分の．二百に至る迄攣化するも繭

層のセリシンの溶解度に影響する事甚だ僅少な，b。然して十万牙の

二十乃至三十に至る泡はセリシンの溶解度梢増加するも之より濃度

を増加する時は溶解度は次第に減少するも其攣化の範園は甚だ僅少

なり十万分の二十及三十は甚だ相接近せり繰締の場合に於ても大略

岡様にして十万分の二十に到るまでは生綜の品質上に何等の欠燕を

見出さす解箭も亦｛省良好なり。

　　　1（7）硫酸曹土　　1　　　　、　　　　　　　　　　一

　ホ掘は繰緯に調する作用は雄化苦土を類似せり十万分の五より十

万分の二百に到る濃疫に於て繭暦のセリシyに甥する溶解度は甚だ

相擾近し其繰蘇上に及ぼす影響も塞少なり。然し十万分2）三十を愚

　ゆる時は生縣は其色澤濃度を増加し其品質は障害を受くるに到る生

緯の強力及伸度に到りては溶液の濃度増加するによりて影響を受く，

、る事甚だ僅かなb。而して強力は擢類の濃度培加するに從ひ亡次第

に減少する傾向あb。

　　　（8）重炭酸苦土

　本擁は重炭酸石茨に能く類似せり其度濃少しく増加する時は繭暦

のセリシソの溶解度は著しく屠加するものなり。然しで十万分の五

　に至る時はセリシソの溝解するこご過多にして繰綜に不適當εなる

　なb。實際繰繍：際しても十万分の五に到る時は煮繭時聞1よ短縮し

　ヅノレ節を生じて繰緯困難に到るものなり強力は擁類の濃度墳加する
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に從ひて若るしき差異を認めざるも伸度に於ては租減少する傾向を

有す。

　　　（9）櫨化石次ご硫酸苫土ご共存せる鶉合

　抽化石茨ご硫酸若土ごが同じ割合に混合したる霧合一實瞼せる

十万分の五より十万分の六十に到る濃度に於ては十万分の四十迄は

繭暦のセリシンの溶解度増加し之より次第に減少するも其攣化の程

度甚だ僅少なり1生締の色澤は十万分の四十を超ゆる時は梢濃度を

増加し赤褐色を帯ぶるに至る強力は十万分の二十を超す瘍合には稽

減少する傾向あb．伸度は實験せる範園に於ては撒の濃度により著

るしき差異を見ざるなb以上の事實よb十万分の二十を以て限度ご’

なすを適當なりご考へらるるなり。

　櫨化石茨ご硫酸苦上ごが1：5・或は5：1の割合に混合したる蠣合一

實験せる範園帥ち十万分の二十より十万分の六十に到る濃度に於て

は此雨櫨の混合の捌合異るも繭層のセリシンの溶解度影響を及ぽす

事甚だ僅少なb。然して十万分の二十に於てセリシンの溶解する罰

合最も大にして之より濃度増加する時は次第に戯少するなり十万分

の二十の濃度に於ては璽化石茨が硫酸苦」二に肇iする罰含1：5の蕩合

の方之に反せる場合よリセリシンの溶解度梢大なり其曲の濃度に於

ても殆んご同襟なる關係あり繰綜に際しても同様にして硫酸苫土の

櫨化石茨に樹して多き方同じ濃度に於ては解箭硝良好にして煮繭時

間短縮せり．而して強力及伸度も十万分の四十迄は減少する蛎無き

も之に反せる霧合帥懸化石荻の硫酸苦土に劃して，5　：1の場合に於て

は十万分の四十に於ては巳に生孫は稽着色の濃度を増加し戚鯛は梢rt

粗硬こなり張力も減少す。1　　　　　　　　　　　　　　　t

　　（10）以上實験e結果よb普通製縣用水中に含有せらる・る灘々

なる石次櫨及苦土捕の繰綜上に不良なる結果を及ぼさざる限度の濃

度を示ぜば次の如し．

　　櫨　　　　類　　　　　　　　用水十万分申

　　櫨花石茨　　　　　　　　20

　　硫酸．石、次　　　　　　　20
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　　重炭酸石JK　　　　　　　　］o
　　炭酸石茨　　　　　　糠階1騙続らる’
　　捌　化　苦　土　　　　　　　　　　　20
　　研己　　酸　　苦　　ニヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30

　　重炭酸苦土　　　　　　　　　・5
　　　　　h　　櫨化石二碇封硫酸苫土が1：1フ）揚合　　　20

　　，櫨化石カミ勤硫酸苦土が1　：5の揚合　　　’40

　　櫨化石次調硫酸苦土が5：1の揚合　　　20

　上記せる限度も決して確然たるものにあらす．小なる範園に於て

増賊するも数影響は認められざるなり故に其大体の標点を示すもの

なb殊に重炭酸擁の揚舎に於ては其限界こせる癬の濃度は圭こして

普通繰緯の場合に於て繭暦セリシンの溶解度過多にしてヅノレ節を生

せざる点を錫て定めたるものにして繰緯及嚢繭湯の温度を普通より

低落せしむる場合に於ては此限度より爾ほ増し十万分の二十に蓬す

るご錐も不良なりご云ふ事能はざるなり

　附誕一本窒験に於て各櫨の適當なる濃度を決定するに際して生

し縣量屑物量等實際繰繍こ當りて主要なる項恩を主巴して考慮せざり

しは之等が繰締技術蒋の按術其他の要件によりて影響せらる、事甚

だ多く本實験の如く小量なる繭を繰綜したる揚含には常に的確なる

値を求むる事非常に困難なるを以て本實験に於ては之を墾考こする

に止めたり。

　　本實駝怨行ふ時騨級縣歌馳に騨して川上町田雨鍬嬬圏熟心なる買離に致ぶ所ソ、な

　リ蝕に記して深厘たる謝意庵・表にす　　　、


